
(57)【要約】

【課題】　ユーザの嗜好に合った情報を作成し、ユーザ

の嗜好に合った情報を提供できるようにする。

【解決手段】　ユーザＡが番組Ｘを視聴した。番組Ｘに

は、人物Ａと人物Ｂが出演していた。ユーザＡの嗜好デ

ータを管理するT_UM_VALUEデータベースには、人物Ａに

対するユーザＡの数値化された値が書き込まれている。

この場合、ユーザＡが番組Ｘを視聴することにより、人

物Ａに対する値が更新され、ScoreＡ’に更新される。

ユーザＡのT_UM_VALUEデータベースには、人物Ｂに対す

るユーザＡの数値化された値は書き込まれていない。こ

の場合、人物Ｂという要素と人物Ｂに割り当てられてい

るScoreＢが、新たに、T_UM_VALUEデータベースに書き

込まれる。本発明は、EPGを提供する側のサーバに適用

することができる。

【選択図】図３６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 第 １ の デ ー タ を 管 理 す る 第 １ の 管 理 手 段 と 、
　 情 報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ を 管 理 す る 第 ２ の 管 理 手 段 と 、
　 前 記 ユ ー ザ が 利 用 し た 前 記 情 報 に 関 す る 前 記 第 ２ の デ ー タ を 抽 出 す る 抽 出 手 段 と 、
　 前 記 抽 出 手 段 に よ り 抽 出 さ れ た 前 記 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 前 記 第 １ の デ ー タ を 更 新 す る
更 新 手 段 と
　 を 備 え 、
　 前 記 更 新 手 段 は 、 前 記 第 ２ の デ ー タ が 、 前 記 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い る 場 合 、 そ の
存 在 し て い る 第 １ の デ ー タ を 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 更 新 し 、 前 記 第 ２ の デ ー タ が 、 前 記 第
１ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場 合 、 前 記 第 ２ の デ ー タ を 前 記 第 １ の デ ー タ に 追 加 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 管 理 手 段 は 、 前 記 第 １ の デ ー タ と し て 、 第 １ の 要 素 と そ の 第 １ の 要 素 に 関 し
て 前 記 ユ ー ザ が 有 す る 数 値 化 さ れ た 第 １ の 値 を 関 連 付 け て 管 理 し 、
　 前 記 第 ２ の 管 理 手 段 は 、 前 記 第 ２ の デ ー タ と し て 、 前 記 情 報 に 関 す る 第 ２ の 要 素 と そ の
第 ２ の 要 素 に 関 し て 前 記 情 報 が 有 す る 数 値 化 さ れ た 第 ２ の 値 を 関 連 付 け て 管 理 し 、
　 前 記 更 新 手 段 は 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 内 の 前 記 第 ２ の 要 素 と 一 致 す る 前 記 第 １ の 要 素 が 、
前 記 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い る 場 合 、 前 記 第 １ の 値 と 前 記 第 ２ の 値 を 用 い て 新 た な 第
１ の 値 を 算 出 し 、 そ の 新 た な 第 １ の 値 を 前 記 第 １ の デ ー タ に 書 き 込 み 、 前 記 第 ２ の デ ー タ
内 の 前 記 第 ２ の 要 素 と 一 致 す る 前 記 第 １ の 要 素 が 前 記 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場
合 、 前 記 第 ２ の 要 素 と 前 記 第 ２ の 値 を 、 前 記 第 １ の デ ー タ に 追 加 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 デ ー タ を 管 理 す る た め の 記 憶 手 段 と 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 デ ー タ を 用 い て 所
定 の 処 理 を 実 行 す る 制 御 手 段 と を 少 な く と も 備 え た 情 報 処 理 装 置 の 情 報 処 理 方 法 で あ っ て
、
　 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 第 １ の デ ー タ を 管 理 す る 第 １ の 管 理 ス テ ッ プ と 、
　 情 報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ を 管 理 す る 第 ２ の 管 理 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ユ ー ザ が 利 用 し た 前 記 情 報 に 関 す る 前 記 第 ２ の デ ー タ を 抽 出 す る 抽 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 抽 出 ス テ ッ プ の 処 理 で 抽 出 さ れ た 前 記 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 前 記 第 １ の デ ー タ を 更
新 す る 更 新 ス テ ッ プ と
　 を 含 み 、
　 前 記 更 新 ス テ ッ プ の 処 理 は 、 前 記 第 ２ の デ ー タ が 、 前 記 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い る
場 合 、 そ の 存 在 し て い る 第 １ の デ ー タ を 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 更 新 し 、 前 記 第 ２ の デ ー タ
が 、 前 記 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場 合 、 前 記 第 ２ の デ ー タ を 前 記 第 １ の デ ー タ に
追 加 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 デ ー タ を 管 理 す る た め の 記 憶 手 段 と 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 デ ー タ を 用 い て 所
定 の 処 理 を 実 行 す る 制 御 手 段 と を 少 な く と も 備 え た 情 報 処 理 装 置 の プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 第 １ の デ ー タ を 管 理 す る 第 １ の 管 理 ス テ ッ プ と 、
　 情 報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ を 管 理 す る 第 ２ の 管 理 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ユ ー ザ が 利 用 し た 前 記 情 報 に 関 す る 前 記 第 ２ の デ ー タ を 抽 出 す る 抽 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 抽 出 ス テ ッ プ の 処 理 で 抽 出 さ れ た 前 記 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 前 記 第 １ の デ ー タ を 更
新 す る 更 新 ス テ ッ プ と
　 を 含 み 、
　 前 記 更 新 ス テ ッ プ の 処 理 は 、 前 記 第 ２ の デ ー タ が 、 前 記 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い る
場 合 、 そ の 存 在 し て い る 第 １ の デ ー タ を 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 更 新 し 、 前 記 第 ２ の デ ー タ
が 、 前 記 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場 合 、 前 記 第 ２ の デ ー タ を 前 記 第 １ の デ ー タ に
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追 加 す る
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 し 、 特 に 、 ユ ー
ザ の 嗜 好 に 基 づ く 情 報 を 提 供 す る 際 に 用 い て 好 適 な 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 プ ロ グ ラ ム
、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど の ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 で き る 機 器 が 増 加 し 、 従 来 、 ネ ッ ト ワ
ー ク を 介 し て は 提 供 さ れ て い な か っ た よ う な サ ー ビ ス が 提 供 さ れ 、 そ れ ら の サ ー ビ ス を 受
け る こ と が 一 般 的 に な り つ つ あ る 。 例 え ば 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 な ど は 、 テ レ ビ ジ ョ ン 番
組 の デ ー タ を 受 信 す る と い う 従 来 か ら あ る 機 能 に 加 え 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 し 、 所 定 の サ
ー バ か ら Ｅ Ｐ Ｇ （ Electronic Program Guide） と 称 さ れ る 電 子 的 な 番 組 表 を 取 得 す る 機 能
を 有 し て い る も の も あ る 。 ま た 、 取 得 さ れ た Ｅ Ｐ Ｇ 上 か ら 録 画 予 約 な ど も で き る 機 能 も 実
現 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｅ Ｐ Ｇ は 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 以 外 の 、 例 え ば 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど で も 取 得
で き 、 閲 覧 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ に Ｅ Ｐ Ｇ の 一 例 を 示 す 。 Ｅ Ｐ Ｇ は 、 上 述 し た よ う に 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 や パ ー ソ
ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に よ り 取 得 さ れ る が 、 そ の 取 得 さ れ た Ｅ Ｐ Ｇ は 、 表 示 部 １ １ に 表 示 さ れ
る 。 Ｅ Ｐ Ｇ は 、 放 送 局 、 放 送 時 間 、 放 送 さ れ る 番 組 が 対 応 付 け ら れ た マ ト リ ク ス 状 の 表 で
表 示 さ れ る こ と が 多 い 。 例 え ば 、 図 １ に お い て は 、 “ 放 送 局 Ａ ” の “ １ ２ 時 ” 台 に 放 送 さ
れ て い る 番 組 は “ 番 組 Ａ － １ ” で あ る と い っ た 情 報 が 表 示 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 Ｅ Ｐ
Ｇ に は 、 番 組 を 放 送 す る 放 送 局 、 放 送 さ れ る 時 間 、 お よ び 放 送 さ れ る 番 組 が 関 連 付 け ら れ
、 そ の 関 連 付 け を ユ ー ザ が 認 識 し や す い 表 示 が 行 わ れ る 。 （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 、 Ｅ Ｐ Ｇ に は 、 基 本 的 に 、 放 送 局 、 放 送 時 間 、 放 送 さ れ る 番 組 が 関 連 付 け れ
た 状 態 で 表 示 さ れ る が 、 さ ら に 、 そ の Ｅ Ｐ Ｇ を 提 供 す る 側 が 、 ユ ー ザ の 使 い 勝 手 等 を 考 慮
し て 、 他 の 情 報 も 合 わ せ て ユ ー ザ 側 に 提 示 す る こ と が あ る 。 例 え ば 、 図 １ に 示 し た 例 で は
、 番 組 名 が 表 示 さ れ て い る 領 域 内 に 、 “ 予 約 ” と い う 予 約 ボ タ ン ２ １ が 表 示 さ れ て い る 。
こ の 予 約 ボ タ ン ２ １ は 、 ユ ー ザ が 、 そ の 番 組 を 録 画 予 約 し た い と き に 操 作 さ れ る ボ タ ン と
し て 設 定 さ れ て い る 。 Ｅ Ｐ Ｇ を 表 示 し て い る 端 末 が 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の よ う な 記
憶 部 （ 不 図 示 ） を 有 す る 端 末 で あ る 場 合 、 こ の 予 約 ボ タ ン ２ １ が 操 作 さ れ る と 、 そ の 内 蔵
す る 記 憶 部 に 、 対 応 す る 番 組 が 記 憶 （ 録 画 ） さ れ る よ う な 設 定 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 し た 例 で は 、 オ ス ス メ ボ タ ン ２ ２ と ラ ン キ ン グ ボ タ ン ２ ３ も 表 示 さ れ て
い る 。 オ ス ス メ ボ タ ン ２ ２ は 、 Ｅ Ｐ Ｇ を 提 供 す る 側 が オ ス ス メ す る 番 組 の 情 報 を 閲 覧 し た
と き に 操 作 さ れ る ボ タ ン で あ る 。 ラ ン キ ン グ ボ タ ン ２ ３ は 、 録 画 予 約 さ れ た 数 や 視 聴 率 な
ど に 基 づ く 情 報 を 閲 覧 し た い と き に 操 作 さ れ る ボ タ ン で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ら の ボ タ ン は 、 ユ ー ザ が 操 作 部 （ 不 図 示 ） を 操 作 し 、 カ ー ソ ル ３ １ が 所 望 の ボ タ ン
上 に 位 置 し た 状 態 で 、 ク リ ッ ク な ど の 所 定 の 操 作 が 行 わ れ る こ と に よ り 操 作 さ れ る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 ソ ニ ー 株 式 会 社 、 テ レ ビ 王 国 、 ［ online］ 、 ［ 平 成 １ ５ 年 ７ 月 ３ ０ 日 検
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索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ URL： http://www.so-net.ne.jp/tv/index.html＞
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に 示 し た Ｅ Ｐ Ｇ に お い て 、 例 え ば 、 オ ス ス メ ボ タ ン ２ ２ が 操 作 さ れ る と 、 図 ２ に 示
し た よ う な 画 面 に 、 表 示 部 １ １ の 表 示 が 切 り 替 え ら れ る 。 図 ２ に 示 し た 画 面 に は 、 複 数 の
番 組 名 と 、 そ の 番 組 名 に 対 応 す る 番 組 内 容 が 表 示 さ れ て い る 。 こ の オ ス ス メ ボ タ ン ２ ２ が
操 作 さ れ た と き に 表 示 さ れ る 画 面 は 、 Ｅ Ｐ Ｇ を 提 供 す る 側 が 、 予 め 作 成 し た も の で あ る 。
す な わ ち 、 オ ス ス メ の 基 準 は 、 Ｅ Ｐ Ｇ を 提 供 す る 側 に あ り 、 Ｅ Ｐ Ｇ の 提 供 を 受 け る ユ ー ザ
側 に は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 Ｅ Ｐ Ｇ の １ つ の サ ー ビ ス と し て 提 供 さ れ て い る オ ス ス メ 番 組 の 情 報 な ど は 、 複
数 の ユ ー ザ を 対 象 と し た も の で あ り 、 ユ ー ザ 個 人 を 対 象 と し た も の で は な か っ た 。 す な わ
ち 、 個 々 の ユ ー ザ の 嗜 好 を 考 慮 し た オ ス ス メ 番 組 の 情 報 を 提 供 す る こ と は 困 難 で あ る と い
う 課 題 が あ っ た 。 こ の こ と は 、 オ ス ス メ 番 組 の 情 報 以 外 の 情 報 を 提 供 す る 際 に も 、 同 様 の
課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 個 々 の ユ ー ザ の 嗜 好 な ど を 考 慮
し 、 よ り 適 切 な 情 報 を 、 ユ ー ザ に 提 供 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 装 置 は 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 第 １ の デ ー タ を 管 理 す る 第 １ の 管 理 手
段 と 、 情 報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ を 管 理 す る 第 ２ の 管 理 手 段 と 、 ユ ー ザ が 利 用 し た 情 報 に
関 す る 第 ２ の デ ー タ を 抽 出 す る 抽 出 手 段 と 、 抽 出 手 段 に よ り 抽 出 さ れ た 第 ２ の デ ー タ を 用
い て 第 １ の デ ー タ を 更 新 す る 更 新 手 段 と を 備 え 、 更 新 手 段 は 、 第 ２ の デ ー タ が 、 第 １ の デ
ー タ 内 に 存 在 し て い る 場 合 、 そ の 存 在 し て い る 第 １ の デ ー タ を 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 更 新
し 、 第 ２ の デ ー タ が 、 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場 合 、 第 ２ の デ ー タ を 第 １ の デ ー
タ に 追 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 管 理 手 段 は 、 第 １ の デ ー タ と し て 、 第 １ の 要 素 と そ の 第 １ の 要 素 に 関 し て ユ
ー ザ が 有 す る 数 値 化 さ れ た 第 １ の 値 を 関 連 付 け て 管 理 し 、 第 ２ の 管 理 手 段 は 、 第 ２ の デ ー
タ と し て 、 情 報 に 関 す る 第 ２ の 要 素 と そ の 第 ２ の 要 素 に 関 し て 情 報 が 有 す る 数 値 化 さ れ た
第 ２ の 値 を 関 連 付 け て 管 理 し 、 更 新 手 段 は 、 第 ２ の デ ー タ 内 の 第 ２ の 要 素 と 一 致 す る 第 １
の 要 素 が 、 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い る 場 合 、 第 １ の 値 と 第 ２ の 値 を 用 い て 新 た な 第 １
の 値 を 算 出 し 、 そ の 新 た な 第 １ の 値 を 第 １ の デ ー タ に 書 き 込 み 、 第 ２ の デ ー タ 内 の 第 ２ の
要 素 と 一 致 す る 第 １ の 要 素 が 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場 合 、 第 ２ の 要 素 と 第 ２ の
値 を 、 第 １ の デ ー タ に 追 加 す る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 方 法 は 、 デ ー タ を 管 理 す る た め の 記 憶 手 段 と 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て
い る デ ー タ を 用 い て 所 定 の 処 理 を 実 行 す る 制 御 手 段 と を 少 な く と も 備 え た 情 報 処 理 装 置 の
情 報 処 理 方 法 で あ っ て 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 第 １ の デ ー タ を 管 理 す る 第 １ の 管 理 ス テ ッ
プ と 、 情 報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ を 管 理 す る 第 ２ の 管 理 ス テ ッ プ と 、 ユ ー ザ が 利 用 し た 情
報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ を 抽 出 す る 抽 出 ス テ ッ プ と 、 抽 出 ス テ ッ プ の 処 理 で 抽 出 さ れ た 第
２ の デ ー タ を 用 い て 第 １ の デ ー タ を 更 新 す る 更 新 ス テ ッ プ と を 含 み 、 更 新 ス テ ッ プ の 処 理
は 、 第 ２ の デ ー タ が 、 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い る 場 合 、 そ の 存 在 し て い る 第 １ の デ ー
タ を 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 更 新 し 、 第 ２ の デ ー タ が 、 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場
合 、 第 ２ の デ ー タ を 第 １ の デ ー タ に 追 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム は 、 デ ー タ を 管 理 す る た め の 記 憶 手 段 と 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い
る デ ー タ を 用 い て 所 定 の 処 理 を 実 行 す る 制 御 手 段 と を 少 な く と も 備 え た 情 報 処 理 装 置 の プ
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ロ グ ラ ム で あ っ て 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 第 １ の デ ー タ を 管 理 す る 第 １ の 管 理 ス テ ッ プ と
、 情 報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ を 管 理 す る 第 ２ の 管 理 ス テ ッ プ と 、 ユ ー ザ が 利 用 し た 情 報 に
関 す る 第 ２ の デ ー タ を 抽 出 す る 抽 出 ス テ ッ プ と 、 抽 出 ス テ ッ プ の 処 理 で 抽 出 さ れ た 第 ２ の
デ ー タ を 用 い て 第 １ の デ ー タ を 更 新 す る 更 新 ス テ ッ プ と を 含 み 、 更 新 ス テ ッ プ の 処 理 は 、
第 ２ の デ ー タ が 、 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い る 場 合 、 そ の 存 在 し て い る 第 １ の デ ー タ を
第 ２ の デ ー タ を 用 い て 更 新 し 、 第 ２ の デ ー タ が 、 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場 合 、
第 ２ の デ ー タ を 第 １ の デ ー タ に 追 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 記 録 媒 体 は 、 前 記 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 並 び に プ ロ グ ラ ム に お い て は 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す
る デ ー タ と 情 報 に 関 す る デ ー タ が 管 理 さ れ 、 ユ ー ザ が 所 定 の 情 報 を 利 用 し た 場 合 、 そ の ユ
ー ザ が 利 用 し た 情 報 に 関 連 付 け ら れ て い る 全 て の 要 素 が 読 み 出 さ れ 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す
る デ ー タ が 、 読 み 出 さ れ た 要 素 毎 に 変 更 、 追 加 さ れ る 。 よ っ て 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る デ
ー タ が 、 情 報 を 利 用 す る 毎 に 更 新 さ れ 、 よ り ユ ー ザ の 嗜 好 に 合 っ た も の と さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 情 報 、 特 に 、 テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 の 番 組 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 嗜 好 を 考 慮 し た 、 例 え ば 、 テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 の 番 組 に 関 す る
情 報 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 個 々 の ユ ー ザ 毎 に カ ス タ マ イ ズ さ れ た 情 報 を 提 供 す
る こ と が で き る た め 、 そ の 情 報 を 提 供 す る 側 へ の ア ク セ ス を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ に 対 し て 情 報 を 提 供 す る 際 、 そ の 情 報 を 提 供 す る 根 拠 （ キ ー ワ
ー ド な ど ） を 合 わ せ て 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 ユ ー ザ 側 は 、 提 供 さ れ た 情 報
が 、 ど の よ う な キ ー ワ ー ド に 基 づ き 選 択 さ れ 、 提 供 さ れ た の か を 認 識 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ 側 に 提 供 す る キ ー ワ ー ド な ど は 、 提 供 す る 側 で 制 御 す る
こ と が で き る た め 、 例 え ば 、 ユ ー ザ に 提 供 す る に は ふ さ わ し く な い キ ー ワ ー ド だ が 、 ユ ー
ザ に 提 供 す る 情 報 を 検 索 す る 際 に は ふ さ わ し い キ ー ワ ー ド で あ る と い っ た よ う な キ ー ワ ー
ド を 管 理 す る こ と が 可 能 と な り 、 よ り 適 切 な 情 報 提 供 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 請 求 項 に 記 載 の 発 明 特 定 事 項 と 、 発 明 の 実 施
の 形 態 に お け る 具 体 例 と の 対 応 関 係 を 例 示 す る と 、 次 の よ う に な る 。 こ の 記 載 は 、 請 求 項
に 記 載 さ れ て い る 発 明 を サ ポ ー ト す る 具 体 例 が 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る こ と
を 確 認 す る た め の も の で あ る 。 従 っ て 、 発 明 の 実 施 の 形 態 中 に 記 載 さ れ て い る が 、 発 明 特
定 事 項 に 対 応 す る も の と し て 、 こ こ に は 記 載 さ れ て い な い 具 体 例 が あ っ た と し て も 、 そ の
こ と は 、 そ の 具 体 例 が 、 そ の 発 明 特 定 事 項 に 対 応 す る も の で は な い こ と を 意 味 す る も の で
は な い 。 逆 に 、 具 体 例 が 発 明 特 定 事 項 に 対 応 す る も の と し て こ こ に 記 載 さ れ て い た と し て
も 、 そ の こ と は 、 そ の 具 体 例 が 、 そ の 発 明 特 定 事 項 以 外 の 発 明 特 定 事 項 に は 対 応 し な い も
の で あ る こ と を 意 味 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 こ の 記 載 は 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 具 体 例 に 対 応 す る 発 明 が 、 請
求 項 に 全 て 記 載 さ れ て い る こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 換 言 す れ ば 、 こ の 記 載 は 、 発 明
の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 具 体 例 に 対 応 す る 発 明 で あ っ て 、 こ の 出 願 の 請 求 項 に は 記
載 さ れ て い な い 発 明 の 存 在 、 す な わ ち 、 将 来 、 分 割 出 願 、 補 正 、 国 内 優 先 な ど に よ り 追 加
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さ れ る 発 明 の 存 在 を 否 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 ９ の サ ー バ ５ ２ ） は 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 第 １ の
デ ー タ （ 例 え ば 、 図 ３ ０ の T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ ） を 管 理 す る 第 １ の 管 理 手 段 （
例 え ば 、 図 １ １ の タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ２ ） と 、 情 報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ （ 例 え
ば 、 図 ２ ９ の T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ ） を 管 理 す る 第 ２ の 管 理 手 段 （ 例 え ば 、 図
１ １ の タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ２ ） と 、 ユ ー ザ が 利 用 し た 情 報 に 関 す る 第 ２ の デ ー タ
を 抽 出 す る 抽 出 手 段 （ 例 え ば 、 図 ３ ３ の ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 乃 至 ５ ２ の 処 理 を 実 行 す る 図 ９ の
Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ ） と 、 抽 出 手 段 に よ り 抽 出 さ れ た 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 第 １ の デ ー タ を 更 新
す る 更 新 手 段 （ 例 え ば 、 図 ３ ３ の ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ 乃 至 ５ ４ の 処 理 を 実 行 す る 図 ９ の Ｃ Ｐ Ｕ
２ ０ １ ） と を 備 え 、 更 新 手 段 は 、 第 ２ の デ ー タ が 、 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い る 場 合 、
そ の 存 在 し て い る 第 １ の デ ー タ を 第 ２ の デ ー タ を 用 い て 更 新 （ 例 え ば 、 図 ３ ３ の フ ロ ー チ
ャ ー ト の 処 理 ） し 、 第 ２ の デ ー タ が 、 第 １ の デ ー タ 内 に 存 在 し て い な い 場 合 、 第 ２ の デ ー
タ を 第 １ の デ ー タ に 追 加 す る （ 例 え ば 、 図 ３ ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 ） こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て は 、 番 組 情 報 を 提 供 す る Ｅ Ｐ Ｇ （ Electronic Program Guide） を 扱
う シ ス テ ム を 例 に 挙 げ て 説 明 す る が 、 他 の 情 報 を 扱 う シ ス テ ム に お い て も 、 本 発 明 を 適 用
す る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る が 、 そ の 説 明 の 順 番 に つ い て 記 載 し て お く 。 ま ず
本 発 明 を い 適 用 す る シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 説 明 を 加 え る 。 、 次 に 、 そ の よ う な シ ス テ ム
に お い て 授 受 さ れ る Ｅ Ｐ Ｇ デ ー タ に つ い て 説 明 を 加 え る が 、 先 に 、 Ｅ Ｐ Ｇ デ ー タ を 取 得 し
た ユ ー ザ 側 の ユ ー ザ 端 末 ５ ３ ― １ 乃 至 ５ ３ － Ｎ （ 図 ３ ） に 表 示 さ れ る Ｅ Ｐ Ｇ の 特 徴 を 説 明
し た 後 、 そ の よ う な 特 徴 を 実 現 す る た め の デ ー タ 構 成 な ど に つ い て 、 Ｅ Ｐ Ｇ デ ー タ を 提 供
す る 側 の サ ー バ ５ ２ （ 図 ３ ） の 構 成 を 含 め て 説 明 を 加 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 を 適 用 し た シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク ５ １ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や Ｌ Ａ Ｎ （ Local Area Network） で 構 成 さ れ 、 接
続 さ れ て い る 機 器 同 士 で デ ー タ の 授 受 を 行 う 際 に 用 い ら れ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク ５ １ に は 、 サ
ー バ ５ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 サ ー バ ５ ２ は 、 Ｅ Ｐ Ｇ を 作 成 、 提 供 す る 側 の 管 理 者 が 管 理 し
て い る 端 末 で あ る 。 サ ー バ ５ ２ か ら は 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ － １ 乃 至 ５ ３ － Ｎ か ら の 要 求 に 対
応 し て 、 適 宜 、 Ｅ Ｐ Ｇ の デ ー タ が 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ を 介 し て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ － １ 乃 至 ５ ３ － Ｎ は 、 そ れ ぞ れ 、 放 送 局 ５ ４ か ら 放 送 さ れ る テ レ ビ ジ ョ
ン 放 送 を 受 信 す る 機 能 も 有 す る 。 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ － １ 乃 至 ５ ３ － Ｎ は 、 そ れ ぞ れ 、 ネ ッ ト
ワ ー ク ５ １ を 介 し て サ ー バ ５ ２ と 接 続 す る 機 能 を 有 し 、 放 送 局 ５ ４ か ら の 番 組 を 受 信 す る
機 能 を 有 す る テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で あ る 。 ま た は 、 ネ ッ ト ワ ー
ク ５ １ を 介 し て サ ー バ ５ ２ と 接 続 す る 機 能 を 有 す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 、 放 送 局 ５
４ か ら の 番 組 を 受 信 す る 機 能 を 有 す る テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 と い う ２ つ の 端 末 か ら 構 成 さ れ
る 。 さ ら に ユ ー ザ 端 末 ５ ３ － １ 乃 至 ５ ３ － Ｎ は 、 そ れ ぞ れ 、 番 組 を 録 画 す る た め の 録 画 装
置 が 含 ま れ る 構 成 と さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 す な わ ち 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ － １ 乃 至 ５ ３ － Ｎ は 、 そ れ ぞ れ 、 サ ー バ ５ ２ と デ ー タ の 授 受
を 行 う 機 能 を 有 し 、 放 送 局 ５ ４ か ら の テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 用 の 番 組 を 受 信 す る 機 能 を 少 な く
と も 有 し て い る 、 １ の 装 置 か ら 構 成 さ れ る 端 末 、 ま た は 、 複 数 の 装 置 か ら 構 成 さ れ 、 そ れ
ら の 装 置 間 で デ ー タ の 授 受 を 行 え る 構 成 と さ れ て い る 端 末 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ － １ 乃 至 ５ ３ － Ｎ を 個 々 に 区 別 す る 必 要 が な い 場
合 、 単 に 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ と 記 述 す る 。 ま た 、 他 の 装 置 に お い て も 同 様 に 記 述 す る 。 さ ら
に 、 図 ３ に お い て は 、 サ ー バ ５ ２ や 放 送 局 ５ ４ を 、 そ れ ぞ れ １ 台 し か 図 示 し て い な い が 、
説 明 の 都 合 上 、 そ の よ う に 図 示 し た だ け で あ り 、 実 際 の 構 成 を 限 定 す る も の で は な く 、 複
数 台 存 在 し て い て も 、 本 発 明 を 適 用 で き る 事 に か わ り は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ は 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ の 内 部 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で は 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ は 、
サ ー バ ５ ２ と デ ー タ の 授 受 を 行 い 、 放 送 局 ５ ４ か ら の 番 組 を 受 信 す る こ と が で き る １ 台 の
端 末 で あ る と し て 説 明 す る 。 ま た 、 そ の よ う な 端 末 は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に よ り 構
成 で き る た め 、 こ こ で は 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で あ る と し て 説 明
す る 。 な お 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と は 、 デ ス ク ト ッ プ 型 や ノ ー ト 型 の も の を 含 む こ と
は も ち ろ ん で あ る が 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Personal Digital Assistance） や 、 携 帯 電 話 な ど も 含 む
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ の Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） ７ １ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Mem
ory） ７ ２ に 記 憶 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 。 Ｒ Ａ Ｍ （ Random 
Access Memory） ７ ３ に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ が 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 上 に お い て 必 要 な デ ー タ
や プ ロ グ ラ ム な ど が 適 宜 記 憶 さ れ る 。 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ７ ５ は 、 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス
か ら 構 成 さ れ る 入 力 部 ７ ６ が 接 続 さ れ 、 入 力 部 ７ ６ に 入 力 さ れ た 信 号 を Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ に 出 力
す る 。 ま た 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ７ ５ に は 、 デ ィ ス プ レ イ や ス ピ ー カ な ど か ら 構 成 さ れ
る 出 力 部 ７ ７ も 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ７ ５ に は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク な ど か ら 構 成 さ れ る 記 憶 部 ７
８ 、 お よ び 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ １ を 介 し て 他 の 装 置 （ 例 え ば 、 サ ー バ ５ ２ ） と デ ー タ の 授 受
を 行 う 通 信 部 ７ ９ も 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 詳 細 は 図 示 し な い が 、 通 信 部 ７ ９ に は 、 放 送
局 ５ ４ か ら の 番 組 を 受 信 し 、 処 理 す る た め の ア ン テ ナ 、 チ ュ ー ナ な ど も 含 ま れ る 。 ド ラ イ
ブ ８ ０ は 、 磁 気 デ ィ ス ク ９ １ 、 光 デ ィ ス ク ９ ２ 、 光 磁 気 デ ィ ス ク ９ ３ 、 半 導 体 メ モ リ ９ ４
な ど の 記 録 媒 体 か ら デ ー タ を 読 み 出 し た り 、 デ ー タ を 書 き 込 ん だ り す る と き に 用 い ら れ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ の 基 本 的 な 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
こ こ で は 、 サ ー バ ５ ２ に よ り 管 理 さ れ て い る Ｅ Ｐ Ｇ を 取 得 し 、 処 理 す る 場 合 を 例 に 挙 げ て
説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て は 、 Ｅ Ｐ Ｇ と は 、 Ｅ Ｐ Ｇ を 表 示 さ せ る た め の デ ー タ 、 お よ
び 、 Ｅ Ｐ Ｇ に 付 随 す る デ ー タ を 含 む と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ １ （ 図 ３ ） を 介 し て サ ー
バ ５ ２ に ア ク セ ス す る 。 こ の ア ク セ ス の 処 理 は 、 所 定 の ブ ラ ウ ザ が 起 動 さ れ 、 ダ イ ア ル ア
ッ プ 方 式 な ど 所 定 の 方 式 （ ユ ー ザ が Ｉ Ｓ Ｐ （ Internet Service Provider） と 契 約 し た 内
容 に 従 っ た 方 式 ） に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ア ク セ ス が 完 了 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 ロ グ イ ン の 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の 処
理 は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 ７ ６ を 操 作 し 、 ユ ー ザ 名 や パ ス ワ ー ド を 入 力 し 、 そ の 入 力 さ れ た 情
報 が 、 通 信 部 ７ ９ を 介 し て サ ー バ ５ ２ に 対 し て 送 信 さ れ る こ と に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 サ ー バ ５ ２ は 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ か ら の ア ク セ ス （ ま た は ロ グ イ ン ） を 受 け る と 、 管 理 し
て い る Ｅ Ｐ Ｇ の 初 期 画 面 の デ ー タ を 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ １ を 介 し て 、 ア ク セ ス し て き た ユ ー
ザ 端 末 ５ ３ に 対 し て 提 供 す る 。 も ち ろ ん 、 Ｅ Ｐ Ｇ が 提 供 さ れ る の は 、 ロ グ イ ン の 処 理 が 正
常 に 行 わ れ と き で あ り 、 正 常 に 行 わ れ な か っ た と き に は 、 所 定 の エ ラ ー 処 理 が 実 行 さ れ る
。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 サ ー バ ５ ２ 側 か ら 提 供 さ れ た デ ー タ を 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ の 処 理 と し
て 受 信 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ （ 図 ４ ） は 、 通 信 部 ７ ９ に よ り 受 信 さ れ た デ ー タ に 基 づ き 、 出 力
部 ７ ７ と し て の デ ィ ス プ レ イ １ ０ １ （ 図 ６ ） 上 に 、 Ｅ Ｐ Ｇ の 初 期 画 面 （ 図 ６ を 参 照 し て 後
述 す る ） を 表 示 さ せ る 。 ユ ー ザ は 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ １ 上 に 表 示 さ れ た 初 期 画 面 を 閲 覧 し
、 そ の 画 面 内 に 設 け ら れ て い る 複 数 の ボ タ ン （ リ ン ク 先 や コ マ ン ド が 関 連 付 け ら れ て い る
ボ タ ン ） を 操 作 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ の よ う な ボ タ ン の 操 作 が 行 わ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 そ の 操 作 さ れ た ボ タ
ン に 対 応 す る デ ー タ （ 指 示 ） が 、 サ ー バ ５ ２ に 送 信 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 指 示 を 受 信 し た
サ ー バ ５ ２ か ら の 応 答 と し て の デ ー タ が 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 受 信 さ れ る 。 そ し て 、
ス テ ッ プ Ｓ １ ３ の 処 理 と 同 様 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ が 、 受 信 さ れ た デ ー タ を 処 理 す る こ と に よ り
、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ １ 上 に 、 所 定 の 画 面 が 表 示 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ， Ｓ １ ５ の 処 理 は
、 必 要 に 応 じ 繰 り 返 し 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て デ ィ ス プ レ イ １ ０ １ 上 に 表 示 さ れ る 初 期 画 面 の 一 例 を
示 す 図 で あ る 。 図 ６ に 示 し た デ ィ ス プ レ イ １ ０ １ 上 に は 、 Ｅ Ｐ Ｇ が 表 示 さ れ て い る が 、 そ
の Ｅ Ｐ Ｇ の 構 成 は 、 基 本 的 に 、 放 送 局 、 放 送 時 間 、 放 送 さ れ る 番 組 が 関 連 付 け ら れ た 状 態
で 表 示 さ れ て い る 。 例 え ば 、 図 ６ に 示 し た Ｅ Ｐ Ｇ に お い て は 、 “ 放 送 局 Ａ ” で “ １ ２ 時 ”
台 に 放 送 さ れ る の は 、 “ 番 組 Ａ ― １ ” で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 複 数 の 放
送 局 、 そ れ ら の 放 送 局 で 放 送 さ れ る 番 組 、 お よ び 、 そ れ ら の 番 組 が 放 送 さ れ る 時 間 が 、 そ
れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ 、 ユ ー ザ が 、 一 見 し て 認 識 で き る よ う な 表 示 形 態 で 、 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 例 え ば 、 “ 番 組 Ａ ― １ ” と い う 文 字 が 表 示 さ れ て い る 領 域
内 に は 、 予 約 ボ タ ン １ １ １ が 表 示 さ れ て い る 。 こ の 予 約 ボ タ ン １ １ １ が 操 作 さ れ る と 、 対
応 す る 番 組 が 、 記 憶 部 ７ ８ （ 図 ４ ） に 記 憶 （ 録 画 ） さ れ る よ う な 設 定 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 例 え ば 、 “ 番 組 Ａ ― １ ” と い う 文 字 が 表 示 さ れ て い る 領
域 内 に は 、 オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ が 表 示 さ れ て い る 。 こ の オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ は 、 ア ク
セ ス し て き た ユ ー ザ に 対 し て オ ス ス メ す る 番 組 に 付 け ら れ る マ ー ク で あ る 。 こ こ で 、 “ ア
ク セ ス し て き た ユ ー ザ に 対 し て オ ス ス メ す る 番 組 ” と は 、 ア ク セ ス し て き た ユ ー ザ 毎 に 、
そ の ユ ー ザ に 適 し た 番 組 が 提 供 さ れ 、 ユ ー ザ 毎 に 異 な る 番 組 が オ ス ス メ さ れ る 可 能 性 が あ
る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 換 言 す れ ば 、 オ ス ス メ さ れ る 番 組 は 、 サ ー バ ５ ２ に ア ク セ ス し て き た ユ ー ザ 全 員 に 共 通
し た も の で は な く 、 よ っ て 、 サ ー バ ５ ２ 側 で 、 予 め オ ス ス メ 番 組 と し て 設 定 さ れ て い る 番
組 で は な く 、 ア ク セ ス し て き た ユ ー ザ の 嗜 好 に 合 わ せ て 、 ユ ー ザ が ア ク セ ス し て き た と き
に 、 ユ ー ザ 毎 に 作 成 さ れ る 情 報 で あ る 。 こ の よ う に 、 ア ク セ ス し て き た ユ ー ザ の 嗜 好 に 合
っ た 番 組 が オ ス ス メ と し て 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 さ れ る の は 、 本 発 明 の １ つ の 特 徴 で あ り 、 こ
の よ う な 特 徴 を 実 現 す る た め に 、 サ ー バ ５ ２ は 、 後 述 す る よ う な デ ー タ ベ ー ス を 有 し 、 そ
の デ ー タ ベ ー ス を 用 い た 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ は 、 図 ６ に 示 し た 例 で は 、 星 マ ー ク で 示 さ れ て い る が 、 そ の
マ ー ク の 形 状 な ど は 、 ど の よ う な も の で も 良 い 。 ま た 、 星 マ ー ク な ど で 示 さ れ る 場 合 、 そ
の マ ー ク の 数 に よ り 、 オ ス ス メ 度 が 異 な る よ う に し て も 良 い 。 例 え ば 、 図 ６ に お い て は 、
“ 番 組 Ａ － １ ” の オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ は 、 星 マ ー ク が １ つ で あ る が 、 “ 番 組 Ｂ － １ ” の
オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ は 、 星 マ ー ク が ３ つ で あ り 、 “ 番 組 Ｂ － １ ” の 方 が 、 “ 番 組 Ａ － １
” よ り オ ス ス メ で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ （ 星 マ ー ク の 数 ） に 関 す る デ ー タ は 、 サ ー バ ５ ２ 側 で 、 ユ ー
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ザ の 嗜 好 に 関 す る デ ー タ を 基 に 設 定 さ れ 、 Ｅ Ｐ Ｇ の 初 期 画 面 の デ ー タ に 含 ま れ て 送 信 さ れ
る 。 ま た は 、 サ ー バ ５ ２ 側 か ら 送 信 さ れ て き た Ｅ Ｐ Ｇ の 初 期 画 面 の デ ー タ と 、 ユ ー ザ 端 末
５ ３ 側 で 管 理 し て い る ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る デ ー タ を 基 に 設 定 さ れ る よ う に し て も 良 い 。
こ の よ う な 設 定 の 仕 方 の 差 異 は 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る デ ー タ （ 以 下 、 適 宜 、 嗜 好 デ ー タ
と 記 述 す る ） を サ ー バ ５ ２ 側 で 管 理 す る か 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ 側 で 管 理 す る か に よ り 生 じ る
も の で あ る 。 こ こ で は 、 ま ず 、 サ ー バ ５ ２ 側 で 、 嗜 好 デ ー タ を 管 理 す る と し て 説 明 を す る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な 、 Ｅ Ｐ Ｇ の 初 期 画 面 で 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 適 し た 番 組 に 対 し て オ ス ス メ マ ー ク
１ １ ２ が 表 示 さ れ る よ う に す る の は 、 サ ー バ ５ ２ に ユ ー ザ 端 末 ５ ３ が ア ク セ ス し た 時 点 で
、 ア ク セ ス し て き た ユ ー ザ を 特 定 す る た め の 認 証 処 理 （ ロ グ イ ン ） な ど が 行 わ れ る こ と を
前 提 と し て い る 。 し か し な が ら 、 例 え ば 、 初 期 画 面 と し て 図 １ に 示 し た よ う な 画 面 が ユ ー
ザ に 提 供 さ れ 、 そ の 後 、 ロ グ イ ン 処 理 が 実 行 さ れ た 時 点 で 、 図 ６ に 示 し た よ う な 画 面 が ユ
ー ザ に 提 供 さ れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ は 、 オ ス ス メ の 番 組 （ サ ー バ ５ ２ 側 の 処 理 と し て 、 所 定 の 条 件 を
満 た す と し て 検 出 さ れ た 番 組 ） と さ れ た 番 組 名 の 領 域 に 必 ず 表 示 さ れ る よ う に し て も 良 い
。 必 ず 表 示 さ れ る よ う に し た 場 合 、 同 一 の 放 送 時 間 帯 に 放 送 さ れ る 複 数 の 番 組 に オ ス ス メ
マ ー ク １ １ ２ が 、 そ れ ぞ れ 表 示 さ れ と い っ た 状 況 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 し か し な が ら
、 通 常 、 ユ ー ザ は 、 １ つ の 時 間 帯 に は 、 １ つ の 番 組 し か 視 聴 で き ず 、 ま た 、 ユ ー ザ が 所 有
す る １ つ の 装 置 で は 、 １ の 時 間 帯 に は １ つ の 番 組 し か 録 画 で き な い の で 、 １ の 時 間 帯 に ２
以 上 の オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ を 表 示 さ せ て も 、 結 果 と し て は 、 そ の 内 の ２ つ の 番 組 し か 視
聴 で き な い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ が 表 示 さ れ る 番 組 が 、 多 い と 、 オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ を 表
示 さ せ る 意 味 が 薄 く な る と 考 え ら れ る 。 極 端 な 例 だ が 、 全 て の 番 組 に 対 し て オ ス ス メ マ ー
ク １ １ ２ が 表 示 さ れ た よ う な 場 合 （ こ の よ う な 状 況 が 発 生 す る こ と も 考 え ら れ る ） 、 オ ス
ス メ マ ー ク １ １ ２ が 、 実 質 上 、 意 味 の な い も の と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ ら の こ と を 考 慮 す る と 、 オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ が 表 示 さ れ る 番 組 数 に 、 何 ら か の 制
限 を 設 け る よ う に し た 方 が 良 い 。 例 え ば 、 同 一 の 時 間 帯 に は 、 オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ は ２
番 組 内 に す る 、 １ 日 分 の Ｅ Ｐ Ｇ 内 に は 、 オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ は ２ ０ 番 組 内 す る な ど の 制
御 が 行 わ れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ に 示 し た Ｅ Ｐ Ｇ の 画 面 内 に は 、 オ ス ス メ ボ タ ン １ １ ３ と ラ ン キ ン グ ボ タ ン １ １ ４ も
表 示 さ れ て い る 。 オ ス ス メ ボ タ ン １ １ ３ は 、 オ ス ス メ と さ れ る 番 組 を 閲 覧 し た と き に 操 作
さ れ る ボ タ ン で あ る 。 ラ ン キ ン グ ボ タ ン １ １ ４ は 、 録 画 予 約 さ れ た 数 や 視 聴 率 な ど の 基 づ
く 番 組 紹 介 を 閲 覧 し た い と き に 操 作 さ れ る ボ タ ン で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ ら の ボ タ ン は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 ７ ７ （ 図 ４ ） を 操 作 し 、 カ ー ソ ル １ ２ １ を 所 望 の ボ
タ ン 上 に 位 置 し た 状 態 で 、 ク リ ッ ク な ど の 所 定 の 操 作 が 行 わ れ る こ と に よ り 操 作 さ れ る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 オ ス ス メ ボ タ ン １ １ ３ が 操 作 さ れ る と 、 図 ７ に 示 し た よ う な 画 面 に 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０
１ 上 の 画 面 が 切 り 替 え ら れ る 。 図 ７ に 示 し た 画 面 例 で は １ 番 組 分 の 画 面 し か 図 示 し な い が
、 オ ス ス メ と さ れ る １ つ の 番 組 の 詳 細 情 報 を 提 示 す る 画 面 （ 以 下 、 適 宜 、 オ ス ス メ 画 面 と
記 述 す る ） は 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ １ 上 に 複 数 、 同 様 の 形 式 で 表 示 さ れ る 。 オ ス ス メ 画 面 に
は 、 番 組 名 表 示 部 １ ５ １ 、 放 送 時 間 表 示 部 １ ５ ２ 、 内 容 表 示 部 １ ５ ３ 、 出 演 者 表 示 部 １ ５
４ 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ 、 お よ び 、 オ ス ス メ 度 表 示 部 １ ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 番 組 名 表 示 部 １ ５ １ に は 、 オ ス ス メ と さ れ る 番 組 名 が 表 示 さ れ 、 放 送 時 間 表 示 部 １ ５ ２
に は 、 そ の 番 組 が 放 送 さ れ る 日 時 が 表 示 さ れ 、 内 容 表 示 部 １ ５ ３ に は 、 そ の 番 組 の 内 容 が
簡 潔 な 文 章 で 示 さ れ 、 出 演 者 表 示 部 １ ５ ４ に は 、 そ の 番 組 に 出 演 す る 主 な 出 演 者 の 名 前 が
表 示 さ れ る 。 そ し て 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ に は 、 な ぜ そ の 番 組 が オ ス ス メ な の か を 、 ユ ー ザ
に 認 識 さ せ る よ う な オ ス ス メ 理 由 が 表 示 さ れ 、 オ ス ス メ 度 表 示 部 １ ５ ６ に は 、 オ ス ス メ 理
由 か ら 総 合 的 に 算 出 さ れ る オ ス ス メ 度 が 、 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ７ に 示 し た 例 で は 、 オ ス ス メ 度 表 示 部 １ ５ ６ に は 点 数 が 表 示 さ れ て い る が 、 図 ６ に 示
し た オ ス ス メ マ ー ク １ １ ２ と 同 様 に 、 星 マ ー ク な ど の マ ー ク （ お よ び 、 そ の マ ー ク の 個 数
） で 表 示 さ れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ７ に 示 し た オ ス ス メ 画 面 の う ち 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ を 表 示 さ せ る の は 、 本 発 明 の １ つ
の 特 徴 で あ る 。 こ の よ う な 特 徴 を 有 す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ は 、 な ぜ そ の 番 組 が オ ス ス メ
と し て 提 供 さ れ て い る の か 、 自 分 の ど の よ う な 嗜 好 に 対 し て マ ッ チ ン グ し て い る の か な ど
を 認 識 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 こ の よ う な 理 由 を 閲 覧 す る こ と に よ り 、 視
聴 （ 録 画 ） し た い 番 組 を 選 択 し や す い （ 自 分 の 嗜 好 に 合 っ た 番 組 を 見 つ け や す い ） よ う に
な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 本 発 明 の １ つ の 特 徴 と し て は 、 こ の よ う な オ ス ス メ 画 面 は 、 既 存 の も の が 提 供 さ れ
る の で は な く （ サ ー バ ５ ２ 側 が 、 ア ク セ ス し て き た ユ ー ザ 全 て に 対 し て 同 様 の も の を 提 供
す る の で は な く ） 、 ア ク セ ス し て き た ユ ー ザ の 嗜 好 の デ ー タ を 基 に 、 そ の ユ ー ザ の 嗜 好 に
合 っ た 番 組 が 選 択 さ れ 、 提 供 さ れ る 点 で あ る 。 こ の よ う な 特 徴 の た め に 、 ユ ー ザ 側 と し て
は 、 提 供 さ れ る 情 報 に 信 頼 性 を 持 つ こ と が で き 、 所 望 の 番 組 を 検 索 し や す く な り 、 使 い 勝
手 が よ い Ｅ Ｐ Ｇ が 提 供 さ れ て い る と 感 じ る こ と が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 サ ー バ ５ ２ へ の ア
ク セ ス が 増 加 す る と 考 え ら れ 、 会 員 数 な ど を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 に な る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ７ に 示 し た オ ス ス メ 画 面 に つ い て さ ら に 説 明 を 加 え る に 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ に は 、 複
数 の 情 報 が 表 示 さ れ る 。 表 示 さ れ る 内 容 は 、 例 え ば 、 図 ７ に お い て は 、 “ よ く 見 る 出 演 者
” 、 “ 登 録 ジ ャ ン ル ” 、 “ よ く 見 る キ ー ワ ー ド ” 、 “ 同 じ 番 組 を 録 画 し た 人 の 興 味 ” な ど
の 項 目 が あ る が 、 後 述 す る よ う に さ ま ざ ま な 項 目 （ 情 報 ） が 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 理 由 表
示 部 １ ５ ５ に 表 示 さ れ る 情 報 に 関 し て は 、 サ ー バ ５ ２ 側 で 管 理 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス の
内 容 な ど に 関 わ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ７ に 示 し た 例 で は 、 例 え ば 、 “ よ く 見 る 出 演 者 ” と し て 「 人 物 Ａ 」 が 挙 げ ら れ 、 さ ら
に 、 そ の 「 人 物 Ａ 」 に 対 す る 点 数 （ 図 ７ で は １ ７ ． ０ 点 ） が 表 示 さ れ て い る 。 こ の 点 数 は
、 オ ス ス メ と し て サ ー バ ５ ２ 側 が 提 供 す る 番 組 を 検 索 す る 際 、 「 出 演 者 Ａ 」 に 対 し て マ ッ
チ ン グ し た ス コ ア で あ り 、 こ の ス コ ア が 高 い ほ ど 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 合 っ て い る と 考 え ら れ
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 点 数 に つ い て 説 明 を 加 え る に 、 図 ７ に 示 し た 例 で は 、 単 に １ ７ ． ０ 点 と 表 示 さ れ て
い る だ け で あ る が 、 さ ら に 、 次 の よ う な 詳 細 な 表 示 の 形 態 も 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 “ １ ７
． ０ 点 （ ８ ． ９ ， ３ ． ８ ） ” と い っ た よ う な 括 弧 書 き で さ ら に 詳 細 な 点 数 が 表 示 さ れ る 。
括 弧 書 き の 点 数 の う ち 、 前 半 の “ ８ ． ９ ” は 、 番 組 に 対 す る 重 み 付 け の 値 （ 後 述 す る T_PR
G_VALUEの 値 ） で あ り 、 後 半 の “ ３ ． ８ ” は 、 ユ ー ザ に 対 す る 重 み 付 け の 値 （ 後 述 す る T_U
M_VALUEの 値 ） で あ る 。 括 弧 外 の 点 （ こ の 場 合 、 １ ７ ． ０ 点 ） は 、 こ の ２ つ の 重 み 付 け の
値 の 責 に 所 定 の パ ラ メ ー タ を 乗 算 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 と こ ろ で 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 例 え ば 、 “ よ く 見 る 出 演 者 ” と い う 同 一 の 項 目 に 対 し
て 、 「 人 物 Ａ 」 、 「 人 物 Ｃ 」 、 お よ び 「 人 物 Ｄ 」 と い う ３ つ の 情 報 が 表 示 さ れ 、 そ れ ぞ れ
の 情 報 に 対 す る 点 数 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ て い る よ う な 場 合 、 以 下 の よ う な 問 題 点 が あ る 。
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図 ７ に 示 し た 例 で は 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ に 表 示 さ れ る 項 目 の 内 の 一 部 だ け を 示 し た 状 態 を
示 し て い る が 、 複 数 あ る 項 目 の 全 部 が 表 示 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 項 目 に 対 し て 複 数 の 情 報 が 、
複 数 行 に わ た っ て 分 散 的 に 表 示 さ れ 、 さ ら に 、 そ れ ら の 情 報 毎 に 点 数 ま で も 表 示 さ れ る と
な る と 理 由 表 示 部 １ ５ ５ の 領 域 の 大 き さ は 大 き い も の と な っ て し ま う 。 ま た 、 情 報 を 羅 列
し て も ユ ー ザ に と っ て は 、 見 や す い 画 面 で あ る と は 言 え な い 。 さ ら に 、 点 数 を 表 示 し て も
、 そ の 点 数 か ら ユ ー ザ が 得 る 情 報 量 は 少 な く （ 点 数 か ら 得 ら れ る 情 報 を 判 断 す る こ と は ユ
ー ザ に と っ て は 必 ず し も 容 易 な こ と で あ る と は 考 え ら れ な い た め ） 、 所 望 の 番 組 の 検 索 に
は 、 あ ま り 意 味 を 持 た な い 情 報 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ こ で 、 オ ス ス メ 画 面 を 図 ８ に 示 し た よ う に し て も 良 い 。 図 ８ に 示 し た オ ス ス メ 画 面 の
理 由 表 示 部 １ ５ ５ に は 、 １ つ の 項 目 に 対 し て 、 複 数 の 情 報 が 行 を 改 め る こ と な く 連 続 的 に
表 示 さ れ 、 点 数 は 表 示 さ れ な い よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 同 じ 項 目 （ 例 え ば 、 “ よ く 見
る 出 演 者 ” ） が 、 図 ７ に 示 し た 例 の よ う に 、 何 度 も 表 示 さ れ る よ う な こ と は 、 図 ８ に お け
る 表 示 形 態 で は な い 。 こ の よ う に す れ ば 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ の 領 域 が 大 き く な っ て し ま う
よ う な こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 情 報 が コ ン パ ク ト に ま と ま っ て い る の で 、 ユ ー ザ
は 、 そ れ ら の 情 報 を 見 や す く 、 各 情 報 か ら 得 ら れ る 情 報 は 多 い い と 考 え ら れ る 。 従 っ て 、
ユ ー ザ が 所 望 の 番 組 を よ り 検 索 し や す く な る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ７ ま た は 図 ８ に 示 し た オ ス ス メ 画 面 の う ち 、 ユ ー ザ に 提 示 さ れ る 画 面 は ど ち ら で も 良
い 。 ま た 、 表 示 形 態 な ど は 、 図 ７ ま た は 図 ８ に 示 し た 画 面 に 限 定 さ れ る も の で は な い た め
、 ど の よ う な 形 態 、 例 え ば 、 各 表 示 部 の 順 序 が 入 れ 替 わ っ た 状 態 で 表 示 さ れ る 、 図 示 し て
い な い 表 示 部 が 設 け ら れ る 形 態 な ど で 情 報 が 提 示 さ れ る よ う に し て も 良 い 。 し か し な が ら
、 本 発 明 を 適 用 す る こ と に よ り 、 オ ス ス メ 画 面 、 お よ び 、 そ の オ ス ス メ 画 面 が 表 示 さ れ る
前 に 表 示 さ れ る 画 面 （ 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 初 期 画 面 と 称 し た 画 面 ） に お い て は 、 以
下 の よ う な 特 徴 が 少 な く と も あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 オ ス ス メ 画 面 の み 、 ま た は 、 初 期 画 面 と オ ス ス メ 画 面 は 、 ユ ー ザ の 嗜 好 を 考 慮 し た 画 面
（ 情 報 ） と な っ て お り 、 ユ ー ザ 毎 に 適 し た 情 報 が 提 示 さ れ る 。 そ の 提 示 さ れ る 情 報 は 、 見
や す い 形 態 で 提 示 さ れ る 。 こ の よ う な 特 徴 を 実 現 す る た め の 、 サ ー バ ５ ２ の 構 成 、 管 理 さ
れ る デ ー タ ベ ー ス 、 そ の デ ー タ ベ ー ス が 用 い ら れ た 処 理 な ど に つ い て 、 以 下 に 説 明 を 加 え
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 下 の 説 明 の 概 略 を 示 し て お く と 、 ま ず 、 サ ー バ ５ ２ の 内 部 構 成 に つ い て 説 明 を 加 え 、
そ の 次 に 、 デ ー タ ベ ー ス に つ い て の 説 明 を 加 え る 。 そ し て 、 そ の デ ー タ ベ ー ス に よ り 管 理
さ れ る デ ー タ の 作 成 に つ い て 説 明 を 加 え 、 作 成 さ れ た デ ー タ を 用 い た 処 理 、 特 に 、 オ ス ス
メ 画 面 に 関 わ る 処 理 に つ い て 説 明 を 加 え る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ９ は 、 サ ー バ ５ ２ の 内 部 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 サ ー バ ５ ２ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ な ど か ら 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 サ ー バ ５ ２ の Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に
記 憶 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 。 Ｒ Ａ Ｍ ２ ０ ３ に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２
０ １ が 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 上 に お い て 必 要 な デ ー タ や プ ロ グ ラ ム な ど が 適 宜 記 憶 さ れ る
。 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ ０ ５ は 、 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス か ら 構 成 さ れ る 入 力 部 ２ ０ ６ が 接
続 さ れ 、 入 力 部 ２ ０ ６ に 入 力 さ れ た 信 号 を Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ に 出 力 す る 。 ま た 、 入 出 力 イ ン タ
フ ェ ー ス ２ ０ ５ に は 、 デ ィ ス プ レ イ や ス ピ ー カ な ど か ら 構 成 さ れ る 出 力 部 ２ ０ ７ も 接 続 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 さ ら に 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ ０ ５ に は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク な ど か ら 構 成 さ れ る 記 憶 部
２ ０ ８ 、 お よ び 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ １ を 介 し て 他 の 装 置 、 例 え ば 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ と デ ー タ
の 授 受 を 行 う 通 信 部 ２ ０ ９ も 接 続 さ れ て い る 。 ド ラ イ ブ ２ １ ０ は 、 磁 気 デ ィ ス ク 、 光 デ ィ
ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 半 導 体 メ モ リ な ど の 記 録 媒 体 か ら デ ー タ を 読 み 出 し た り 、 デ ー タ
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を 書 き 込 ん だ り す る と き に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 サ ー バ ５ ２ は 、 上 述 し た よ う に Ｅ Ｐ Ｇ や オ ス ス メ 画 面 を 作 成 し 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ 側 に 提
供 す る 機 能 を 有 す る 端 末 で あ る が 、 そ の 機 能 を 実 行 す る た め の プ ロ グ ラ ム は 、 記 憶 部 ２ ０
８ に 記 憶 さ れ 、 Ｒ Ａ Ｍ ２ ０ ３ に 展 開 さ れ 、 そ の 展 開 さ れ た プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て Ｃ Ｐ Ｕ ２
０ １ が 処 理 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 図 １ ０ は 、 サ ー バ ５ ２ に お け る 機 能 を 説 明 す
る た め の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ロ グ 生 成 機 能 ２ ３ １ は 、 ユ ー ザ が （ ユ ー ザ 端 末 ５ ３ が ） ア ク セ ス し た と き の 日 時 な ど 、
ま た 、 そ の ユ ー ザ 受 け た サ ー ビ ス の 使 用 情 報 （ 所 定 の 番 組 の 録 画 予 約 ） な ど に 基 づ く ロ グ
を 生 成 し 、 記 憶 部 ２ ０ ８ に 記 憶 さ せ 、 そ の 記 憶 さ れ た ロ グ フ ァ イ ル を 管 理 す る 機 能 で あ る
。 ユ ー ザ 管 理 機 能 ２ ３ ２ は 、 ユ ー ザ の 新 規 の 登 録 、 既 に 登 録 さ れ て い る ユ ー ザ の 削 除 、 ユ
ー ザ が ロ グ イ ン し て き た と き の 処 理 を 行 う 機 能 で あ り 、 必 要 に 応 じ 、 ユ ー ザ か ら の 操 作 （
指 示 ） を 管 理 す る 機 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 情 報 選 別 機 能 ２ ３ ３ は 、 後 述 す る 対 象 情 報 メ タ デ ー タ ベ ー ス と ユ ー ザ モ デ ル デ ー タ ー ベ
ー ス を 参 照 し て 、 ア ク セ ス し て き た （ 所 定 の 要 求 を 出 し て き た ） ユ ー ザ に 対 し て 、 そ の ユ
ー ザ に 適 し た 情 報 を 、 対 象 と な っ て い る 情 報 デ ー タ ベ ー ス か ら 取 捨 選 択 し 、 ユ ー ザ 側 に 提
供 す る 機 能 で あ る 。 サ ー ビ ス 管 理 機 能 ２ ３ ４ は 、 サ ー ビ ス 管 理 者 （ サ ー バ ５ ２ の 管 理 者 や
、 サ ー バ ５ ２ に 対 し て Ｅ Ｐ Ｇ に 関 わ る デ ー タ を 供 給 す る 者 ） が 、 各 機 能 や 、 各 デ ー タ ベ ー
ス 、 関 連 情 報 な ど の 追 加 、 変 更 、 削 除 な ど の 編 集 を 行 う た め の 機 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ユ ー ザ モ デ ル 管 理 機 能 ２ ３ ５ は 、 ユ ー ザ あ る い は サ ー ビ ス の 管 理 者 か ら 、 直 接 的 に 入 力
さ れ る か 、 ま た は 、 ロ グ デ ー タ ベ ー ス の マ イ ニ ン グ （ Mining） 結 果 に 基 づ く 処 理 に よ り 、
ユ ー ザ モ デ ル デ ー タ ベ ー ス の 登 録 、 更 新 、 削 除 な ど を 行 う 機 能 で あ る 。 詳 細 は 後 述 す る が
、 ユ ー ザ モ デ ル 管 理 機 能 ２ ３ ５ は 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る デ ー タ を 取 得 し 、 管 理 す る が 、
そ の 取 得 に は 、 ユ ー ザ 自 身 が 登 録 し た デ ー タ を 取 得 す る 、 学 習 に よ り 取 得 さ れ た デ ー タ を
取 得 す る 、 フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に よ り 取 得 さ れ た 情 報 を 取 得 す る と い っ た 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 情 報 通 信 機 能 ２ ３ ６ は 、 選 別 さ れ た 情 報 な ど を ユ ー ザ 側 に 提 供 す る 機 能 で あ り 、 ユ ー ザ
側 か ら の デ ー タ を 受 信 す る 機 能 で あ る 。 対 象 情 報 メ タ デ ー タ 管 理 機 能 ２ ３ ７ は 、 ユ ー ザ あ
る い は サ ー ビ ス の 管 理 者 か ら の 直 接 的 な 入 力 や 、 情 報 デ ー タ ベ ー ス や そ の 他 の マ ス タ ー な
ど の 関 連 情 報 を マ イ ニ ン グ し た 結 果 に 基 づ く 処 理 に よ り 、 情 報 メ タ デ ー タ ベ ー ス へ の 情 報
の 登 録 、 更 新 、 削 除 な ど を 行 う 機 能 で あ る 。 サ ー ビ ス 一 般 機 能 ２ ３ ８ は 、 サ ー バ ５ ２ が サ
ー ビ ス を 提 供 す る う え で 必 要 と な る が 、 上 述 し た 機 能 で は 行 わ れ な い 処 理 を 実 行 す る た め
の 機 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う な 機 能 を 、 サ ー バ ５ ２ は 備 え て い る 。 こ の よ う な 機 能 は 、 こ こ で は 、 サ ー バ ５
２ が 備 え て い る と し て 説 明 を 続 け る が 、 こ れ ら の 機 能 の う ち 、 一 部 の 機 能 は 、 ユ ー ザ 端 末
５ ３ 側 に 持 た せ る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ れ ら の 機 能 の 全 て 、 ま た は 、 一 部 を サ ー バ
５ ２ 以 外 の 端 末 に 持 た せ 、 そ の 端 末 と デ ー タ の 授 受 を 行 う こ と に よ り 、 結 果 と し て 、 サ ー
バ ５ ２ が 機 能 を 実 現 で き る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 例 え ば 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ 側 で 、 ロ グ 生 成 機 能 ２ ３ １ や 、 ユ ー ザ モ デ ル 管 理 機 能 ２ ３ ５ を
有 す る よ う に し （ ユ ー ザ の プ ラ イ ベ ー ト な 情 報 や 嗜 好 に 関 わ る デ ー タ を 管 理 す る 機 能 を 、
ユ ー ザ 側 が 管 理 で き る よ う に し ） 、 こ れ ら の 機 能 が 担 当 す る 後 述 す る よ う な 処 理 を 、 サ ー
バ ５ ２ 側 で な く 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ 側 で 行 う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う な 機 能 が 用 い る （ 管 理 す る ） デ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る 。 デ ー タ ベ ー ス は
、 記 憶 部 ２ ０ ８ に 構 築 さ れ る 。 図 １ １ は 、 記 憶 部 ２ ０ ８ に 構 築 さ れ る デ ー タ ベ ー ス を 示 す
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図 で あ る 。 図 １ １ に 示 し た 例 で は 、 記 憶 部 ２ ０ ８ に は 、 デ ー タ ベ ー ス と し て 、 マ ス タ ー デ
ー タ ベ ー ス ２ ５ １ 、 タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ２ 、 ロ グ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ３ 、 お よ び 、
ユ ー ザ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ４ が 構 築 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス ２ ５ １ は 、 Ｅ Ｐ Ｇ を 作 成 す る 際 に 用 い ら れ る デ ー タ ベ ー ス や 、 ユ
ー ザ に 関 す る 情 報 （ 例 え ば 、 年 齢 な ど ） を 管 理 す る た め の デ ー タ ベ ー ス な ど の 複 数 の デ ー
タ ベ ー ス に よ り 構 成 さ れ る 。 タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ２ は 、 オ ス ス メ 画 面 な ど を 作 成
す る 際 に 、 数 値 計 算 な ど が 行 わ れ る が 、 そ の 計 算 に 用 い ら れ る デ ー タ ベ ー ス な ど の 複 数 の
デ ー タ ベ ー ス に よ り 構 成 さ れ る 。 ロ グ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ３ は 、 ロ グ 生 成 機 能 ２ ３ １ に よ り
生 成 さ れ 、 管 理 さ れ る デ ー タ ベ ー ス で あ る 。 ユ ー ザ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ４ は 、 会 員 登 録 し て
い る ユ ー ザ の 情 報 な ど を 管 理 す る た め の デ ー タ ベ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス ２ ５ １ は 、 図 １ ２ 乃 至 図 ２ １ の 各 図 に 示 す デ ー タ ベ ー ス か ら 構 成
さ れ て い る 。 な お 、 図 １ ２ 乃 至 図 ２ １ に 示 す デ ー タ ベ ー ス 内 の デ ー タ は 、 説 明 の 都 合 上 、
一 部 分 の デ ー タ の み を 図 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 １ ２ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_CATEGORYデ ー タ ベ ー ス ２ ７ １ で あ り 、 放 送 さ れ る 番
組 の カ テ ゴ リ ー （ ジ ャ ン ル ） を 管 理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 こ の M_CATEGORYデ ー タ ベ
ー ス ２ ７ １ に は 、 AttributeIDと し て 、 “ ０ ０ １ ” と い う 識 別 子 が 割 り 当 て ら れ て い る 。 M
_CATEGORYデ ー タ ベ ー ス ２ ７ １ は 、 登 録 さ れ て い る カ テ ゴ リ ー を 識 別 す る た め の 識 別 子 （ C
ategoryID） と カ テ ゴ リ ー （ Category） を 関 連 付 け て 管 理 す る 。 例 え ば 、 図 １ ２ に 示 し た M
_CATEGORYデ ー タ ベ ー ス ２ ７ １ に お い て 、 CategoryID“ 1000” は 、 “ ス ポ ー ツ ” と い う カ
テ ゴ リ に 割 り 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ ３ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_PERSONデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ２ で あ り 、 放 送 さ れ る 番 組
に 出 演 す る 人 物 （ 司 会 者 、 俳 優 、 女 優 、 文 化 人 、 政 治 家 な ど ） を 管 理 す る た め に 設 け ら れ
て い る 。 こ の M_PERSONデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ２ に は 、 AttributeIDと し て 、 “ ０ ０ ２ ” と い う
識 別 子 が 割 り 当 て ら れ て い る 。 M_PERSONデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ２ は 、 登 録 さ れ て い る 人 物 名 を
識 別 す る た め の 識 別 子 （ PersonID） 、 人 物 名 （ Name） 、 お よ び 、 そ の 人 物 名 の 読 み 方 （ Ka
naName） を 、 そ れ ぞ れ 関 連 付 け て 管 理 す る 。 例 え ば 、 図 １ ３ に 示 し た M_PERSONデ ー タ ベ ー
ス ２ ７ ２ に お い て 、 PersonIDと し て “ 0000000001” は 、 “ 人 物 Ａ ” と い う 人 物 に 割 り 当 て
ら れ て お り 、 そ の “ 人 物 Ａ ” の 読 み 方 は 、 “ ジ ン ブ ツ エ ー ” で あ る こ と が 関 連 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 １ ４ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ３ で あ り 、 放 送
さ れ る 番 組 に 出 演 す る 人 物 の キ ャ ラ ク タ ー （ 特 徴 ） を 管 理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 M_
PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ３ に は 、 AttributeIDと し て 、 “ ０ ０ ３ ” と い う 識 別
子 が 割 り 当 て ら れ て い る 。 M_PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ３ は 、 番 組 に 出 演 す る 人
物 の キ ャ ラ ク タ ー を 識 別 す る た め の 識 別 子 （ CharacterID） と キ ャ ラ ク タ ー （ Character）
が 、 関 連 付 け て 管 理 す る 。 な お 、 キ ャ ラ ク タ ー と は 、 一 般 的 に 使 わ れ て い る 意 味 あ い を 本
発 明 に お い て も 適 用 す る が 、 こ こ で は 特 に 、 視 聴 者 （ ユ ー ザ ） が 、 そ の 人 物 に 対 し て ど の
よ う な 印 象 を 持 っ て い る か 、 そ の 人 物 を 表 す の に ま た は 特 徴 と し て 適 し て い る 言 葉 な ど を
意 味 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 例 え ば 、 図 １ ４ に 示 し た M_PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ３ に お い て 、 CharacterI
D“ ０ ０ １ ” は 、 “ 司 会 者 系 ” と い う キ ャ ラ ク タ ー が 関 連 付 け ら れ て い る 。 な お 、 図 １ ４
に 示 し た 例 で は 、 １ つ の CharacterIDに は 、 １ つ の 言 葉 が 関 連 付 け ら れ て い る 例 を 示 し た
が 、 １ つ の CharacterIDに 、 複 数 の 言 葉 （ 類 似 す る 言 葉 ） が 関 連 付 け ら て い る よ う に し て
も 良 い 。 例 え ば 、 CharacterIDと し て “ ０ ０ ４ ” が 割 り 当 て ら れ て い る の は 、 “ 身 近 ” で
あ る が 、 “ 身 近 、 親 し み ” な ど と 、 類 似 す る 複 数 の 言 葉 と 関 連 付 け ら れ る よ う に し て も 良
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い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ５ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ４ で あ り 、 ユ ー ザ の 視
聴 タ イ プ （ ど の よ う な 番 組 を 好 む か 、 ど の よ う な 形 態 で 視 聴 す る か な ど ） を 表 す 言 葉 を 管
理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 こ の M_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ４ に は 、 AttributeIDと
し て 、 “ ０ ０ ４ ” が 割 り 当 て ら れ て い る 。 M_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ４ は 、 視 聴 タ イ
プ を 識 別 す る た め の 識 別 子 （ ViewID） と 視 聴 タ イ プ （ ViewType） を 関 連 付 け て 管 理 す る 。
例 え ば 、 図 １ ５ に 示 し た M_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ４ に お い て 、 ViewID“ 001” は 、 “
笑 い 刺 激 型 ” と い う 視 聴 タ イ プ に 割 り 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 １ ６ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ で あ り 、 番 組 の 特 徴 を
表 す キ ー ワ ー ド （ 単 語 ） を 管 理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 こ の M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス
２ ７ ５ に は 、 AttributeIDと し て 、 “ ０ ０ ５ ” が 割 り 当 て ら れ て い る 。 M_KEYWORDデ ー タ ベ
ー ス ２ ７ ３ は 、 キ ー ワ ー ド を 識 別 す る た め の 識 別 子 （ KyewordID） と キ ー ワ ー ド （ Keyword
） を 関 連 付 け て 管 理 す る 。 な お 、 キ ー ワ ー ド と は 、 一 般 的 に 使 わ れ て い る 意 味 あ い を 本 発
明 に お い て も 適 用 す る が 、 例 え ば 、 “ 番 組 Ａ ” の 内 容 を １ ま た は 複 数 の 単 語 で 表 す と 、 ど
の よ う な 単 語 が 一 番 適 し て い る か （ 言 い 表 せ て い る か ） を 示 す 言 葉 で あ る と す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 例 え ば 、 図 １ ６ に 示 し た M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ３ に お い て 、 KeywordID“ 00000000
01” は 、 “ 情 報 ” と い う キ ー ワ ー ド に 割 り 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 １ ７ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ６ で あ り 、 上 述 し た M_K
EYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ と 基 本 的 に 同 様 の デ ー タ を 管 理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 こ
の M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ６ は 、 図 １ ６ に 示 し た M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ と 比
較 し 、 リ ー ゾ ン （ Reason） と い う 項 目 も 、 KeywordIDや Keywordと 、 そ れ ぞ れ 関 連 付 け て 管
理 す る 。 こ の Reasonと い う 項 目 に 記 載 さ れ て い る 言 葉 は 、 例 え ば 、 図 ８ に お い て 、 理 由 表
示 部 １ ５ ５ に 表 示 さ れ る 言 葉 で あ り 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 さ れ る 言 葉 （ 単 語 ） で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 す な わ ち 、 Keywordと い う 項 目 に 書 か れ て い る キ ー ワ ー ド は 、 マ ッ チ ン グ な ど の 処 理 を
行 う と き 等 に 用 い ら れ る 言 葉 で あ り 、 Reasonと い う 項 目 に 書 か れ て い る 言 葉 は 、 マ ッ チ ン
グ が 行 わ れ た 結 果 、 そ の マ ッ チ ン グ の と き の 得 点 が 高 く 、 ユ ー ザ 側 に オ ス ス メ 理 由 と し て
提 示 す る 際 に 、 実 際 に 提 示 さ れ る 言 葉 が 書 か れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 例 え ば 、 KeywordIDが “ 0000000006” の “ エ ロ テ ィ ッ ク ” と い う キ ー ワ ー ド は 、 マ ッ チ
ン グ の と き に 適 切 な 番 組 を 検 索 す る の に は 適 し て い て も 、 実 際 に 、 ユ ー ザ に 番 組 を オ ス ス
メ と し て 提 示 す る 際 に は 、 あ ま り 好 ま し く な い 言 葉 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 “ エ ロ
テ ィ ッ ク ” と い う 言 葉 を 表 示 さ れ な い よ う に す る た め に 、 Reasonの 部 分 は 空 欄 （ Null） と
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 KeywordIDが “ 000000000８ ” の “ 得 ” と い う キ ー ワ ー ド は 、 マ ッ チ ン グ
の と き に 適 切 な 番 組 を 検 索 す る の に は 適 し て い て も 、 実 際 に 、 ユ ー ザ に 番 組 を オ ス ス メ と
し て 提 示 す る 際 に は 、 “ 得 ” と だ け 表 示 し て も 具 体 的 な 意 味 が つ か み づ ら く 、 不 親 切 な 表
示 と な っ て し ま う と 考 え ら れ 、 ユ ー ザ に 提 示 す る に は 適 切 で は な い 。 そ こ で 、 Reasonの 部
分 に は “ お 得 な 情 報 ” と 記 載 し て お き 、 “ 得 ” と い う キ ー ワ ー ド が ユ ー ザ に 提 示 さ れ る 際
に は 、 “ お 得 な 情 報 ” と い う 言 葉 が 代 わ り に 提 示 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の よ う に 、 Reasonと い う 項 目 を 設 け る こ と に よ り 、 マ ッ チ ン グ な ど の 処 理 に 用 い ら れ
る 言 葉 と 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 さ れ る 言 葉 と を 使 い わ け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 １ ８ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_KEYWORD_2デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ７ で あ り 、 上 述 し た M_K

10

20

30

40

50

(14) JP 2005-56361 A 2005.3.3



EYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ と 基 本 的 に 同 様 の デ ー タ を 管 理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 こ
の M_KEYWORD_2デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ７ は 、 図 １ ６ に 示 し た M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ と 比
較 し 、 Displayと い う 項 目 も 、 KeywordIDや Keywordと 、 そ れ ぞ れ 関 連 付 け て 管 理 す る 。 こ
の Displayと い う 項 目 に 記 載 さ れ て い る の は フ ラ グ で あ り 、 そ の フ ラ グ は 、 Keywordの 項 目
に 記 載 さ れ て い る 言 葉 を 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る か 否 か を 表 す も の と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 １ ８ に 示 し た 例 で 、 “ １ ” は 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 し 、 “ ０ ” は 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 し な い
と し て 設 定 さ れ て い る こ と を 示 す 。 例 え ば 、 KeywordIDが “ 0000000001” と 割 り 当 て ら れ
て い る “ 情 報 ” と い う キ ー ワ ー ド は 、 オ ス ス メ 理 由 と し て 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 さ れ る が 、 Ke
ywordIDが “ 0000000006” と 割 り 当 て ら れ て い る “ エ ロ テ ィ ッ ク ” と い う キ ー ワ ー ド は 、
オ ス ス メ 理 由 と し て 、 ユ ー ザ 側 に は 提 示 さ れ な い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 １ ６ 乃 至 図 １ ８ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス の う ち 、 い ず れ か １ つ の デ ー タ ベ ー ス が マ ス タ
ー デ ー タ ベ ー ス ２ ５ １ に 管 理 さ れ て い れ ば 良 い 。 よ っ て 、 図 １ ６ 乃 至 図 １ ８ に 示 し た 各 デ
ー タ ベ ー ス の AttributeIDは 、 “ ０ ０ ５ ” と 共 通 の IDに し て あ る 。 以 下 の 説 明 に お い て は
、 特 に 断 り の な い 限 り 、 図 １ ６ に 示 し た M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ が 、 マ ス タ ー デ ー
タ ベ ー ス ２ ５ １ に 管 理 さ れ て い る と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ ９ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_AGEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ８ で あ り 、 ユ ー ザ の 年 齢 層 を
管 理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 こ の M_AGEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ８ に は 、 AttributeIDと し て
、 “ ０ ０ ６ ” が 割 り 当 て ら れ て い る 。 M_AGEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ８ は 、 年 齢 を 識 別 す る た め
の 識 別 子 （ AgeID） 、 年 齢 の 幅 を 示 し 、 そ の 幅 を 識 別 す る た め の 名 前 （ AgeName） 、 そ の 年
齢 の 幅 の 始 め の 年 齢 （ StartAge） 、 お よ び 、 そ の 年 齢 の 幅 の 終 わ り の 年 齢 （ EndAge） を 、
そ れ ぞ れ 関 連 付 け て 管 理 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 例 え ば 、 図 １ ９ に 示 し た M_AGEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ８ に お い て 、 AgeID“ 001” は 、 “ ０ か
ら ４ ” と い う AgeNameに 関 連 付 け ら れ 、 “ ０ ” と い う StartAgeに も 関 連 付 け ら れ 、 さ ら に
、 “ ４ ” と い う EndAgeに も 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 ２ ０ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_GENDERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ９ で あ り 、 ユ ー ザ の 性 別 を
管 理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 こ の M_GENDERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ９ に は 、 AttributeIDと
し て 、 “ ０ ０ ７ ” が 割 り 当 て ら れ て い る 。 M_GENDERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ９ は 、 性 別 を 識 別 す
る た め の 識 別 子 （ GenderID） と 性 別 （ GenderType） を 関 連 付 け て 管 理 す る 。 例 え ば 、 図 ２
０ に 示 し た M_GENDERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ９ に お い て 、 GenderID“ 001” は 、 “ 男 性 ” と い う G
enderTypeに 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ２ １ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ で あ り 、 理 由 表 示 部 １ ５
５ （ 図 ７ ま た は 図 ８ ） に 表 示 さ れ る 言 葉 を 制 御 す る た め の デ ー タ を 管 理 す る 。 M_REASONデ
ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ は 、 AttributeID、 ValueID、 お よ び Reasonを 、 そ れ ぞ れ 関 連 付 け て 管 理
す る 。 AttributeIDは 、 上 述 し た よ う に 、 各 デ ー タ ベ ー ス を 識 別 す る た め に 割 り 振 ら れ た I
Dで あ り 、 例 え ば 、 図 １ ２ に 示 し た M_CATEGORYデ ー タ ベ ー ス ２ ７ １ に は 、 AttributeIDと し
て “ ０ ０ １ ” が 割 り 振 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ValueIDは 、 各 デ ー タ ベ ー ス が 管 理 す る IDの こ と で あ り 、 CategoryID（ 図 １ ２ ） 、 Perso
nID（ 図 １ ３ ） 、 CharacterID（ 図 １ ４ ） 、 ViewID（ 図 １ ５ ） 、 KeywordID（ 図 １ ６ ） 、 Age
ID（ 図 １ ９ ） 、 お よ び 、 GenderID（ 図 ２ ０ ） の こ と で あ る 。 Reasonは 、 図 １ ７ や 図 １ ８ を
参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ （ 図 ７ ， ８ ） に 表 示 さ れ る 言 葉 の こ と で あ る
。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 例 え ば 、 図 ２ １ に 示 し た M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ の AttributeIDが “ ０ ０ １ ” で あ
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る 場 合 、 M_CATEGORYデ ー タ ベ ー ス ２ ７ １ の こ と を 示 し 、 加 え て ValueIDが “ 1000” で あ る
場 合 、 M_CATEGORYデ ー タ ベ ー ス ２ ７ １ の CategoryIDが “ 1000” の こ と を 示 す 。 そ し て 、 M_
REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ の AttributeIDが “ ０ ０ １ ” 、 ValueIDが “ 1000” で 示 さ れ る 言
葉 が 、 ユ ー ザ に 提 示 さ れ る 場 合 、 Reasonの 項 目 の 対 応 す る 欄 に 記 載 さ れ て い る “ ス ポ ー ツ
” と い う 言 葉 が 提 示 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ は 、 上 述 し た 図 １ ２ 乃 至 図 １ ９ （ 図 １ ７ と 図 １ ８ は 除
く ） に そ れ ぞ れ 示 し た デ ー タ ベ ー ス を 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ （ 図 ８ ） に 表 示 さ せ る 言 葉 を 制
御 す る た め に 、 １ つ に ま と め た も の で あ る 。 制 御 す る た め に と い う の は 、 上 述 し た よ う に
、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る に は 好 ま し く な い 言 葉 や 、 そ の ま ま で は ユ ー ザ 側 に 提 示 す る に は 適
し て い な い 言 葉 が あ り 、 そ の よ う な 言 葉 を 適 切 に 処 理 す る た め と い う 意 味 で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 例 え ば 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る に は 好 ま し く な い 言 葉 と し て 、 上 述 し た 例 で は “ エ ロ テ ィ
ッ ク ” と い う 言 葉 を 挙 げ た が 、 こ の “ エ ロ テ ィ ッ ク ” と い う 言 葉 は 、 図 １ ６ に 示 し た M_KE
YWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ に 管 理 さ れ て お り 、 KeywordIDと し て “ 0000000006” が 割 り 当 て
ら れ て い る 。 M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ の AttributeIDは “ ０ ０ ５ ” で あ る の で 、 図 ２
１ に 示 し た M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ の AttributeIDが “ ０ ０ ５ ” で 、 ValueIDが “ 0000
000006” を 見 る と 、 記 載 が な い （ 削 除 さ れ て い る ） こ と が わ か る 。 M_REASONデ ー タ ベ ー ス
２ ８ ０ に 記 載 が な い と い う こ と は 、 ユ ー ザ 側 に は 、 提 示 さ れ な い と い う こ と に な る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 よ っ て 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ に 記 載 し な け れ ば 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る に は 好 ま
し く な い 言 葉 は 、 提 示 さ れ な い よ う に す る と い っ た 制 御 を 行 え る こ と に な る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 そ の ま ま で は ユ ー ザ 側 に 提 示 す る に は 適 し て い な い 言 葉 と し て 、 上 述 し
た 例 で は “ 得 ” と い う 言 葉 を 挙 げ た が 、 こ の “ 得 ” と い う 言 葉 は 、 図 １ ６ に 示 し た M_KEYW
ORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ に 管 理 さ れ て お り 、 KeywordIDと し て “ 0000000008” が 割 り 当 て ら
れ て い る 。 M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ５ の AttributeIDは “ ０ ０ ５ ” で あ る の で 、 図 ２ １
に 示 し た M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ の AttributeIDが “ ０ ０ ５ ” で 、 ValueIDが “ 000000
0008” を 見 る と 、 “ お 得 な 情 報 ” と い う 記 載 が あ る 。 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ に “ お
得 な 情 報 ” と 記 載 が あ る と い う こ と は 、 ユ ー ザ 側 に “ 得 ” と い う 言 葉 （ キ ー ワ ー ド ） が 提
示 さ れ る と き に は 、 実 際 に は “ お 得 な 情 報 ” と い う 言 葉 が 提 示 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 よ っ て 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ に ユ ー ザ 側 に 提 示 し た い 言 葉 を 記 載 し て お け ば 、
そ の ま ま で は ユ ー ザ 側 に 提 示 す る に は 適 し て い な い 言 葉 で あ っ て も 、 実 際 に 提 示 さ れ る と
き に は 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る の に 適 し た 言 葉 で 提 示 で き る よ う に す る と い っ た 制 御 を 行 え
る よ う に な る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 す な わ ち 、 番 組 を 推 薦 す る 場 合 を 考 え る と 、 番 組 の ス コ ア リ ン グ （ マ ッ チ ン グ ） に は 有
効 な 番 組 を 特 徴 付 け る 語 で あ っ て も 、 そ の 語 自 体 が 、 例 え ば 、 成 人 向 け の 用 語 、 一 文 字 の
語 、 メ ジ ャ ー で な い キ ー ワ ー ド 、 一 般 的 過 ぎ て 理 由 に な り に く い キ ー ワ ー ド 、 オ ス ス メ 理
由 と し て 成 立 し て い な い キ ー ワ ー ド な ど で あ り 、 オ ス ス メ 理 由 と し て ユ ー ザ に 提 示 す る に
は 馴 染 ま な い よ う な 語 で あ る 場 合 、 そ の よ う な 語 を 表 示 さ せ な い 、 ま た は 、 他 の 語 と し て
表 示 さ せ る と い っ た 、 自 由 度 の 高 い 表 示 の 制 御 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ と い う 、 オ ス ス メ 理 由 の 表 示 を 制 御 す る た め の デ ー
タ ベ ー ス を 設 け る こ と に よ り 、 図 １ ２ 乃 至 図 ２ ０ に 示 し た マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス に 基 づ く
表 示 と は 異 な る 表 示 が 行 え る よ う に な る た め 、 例 え ば 、 形 態 素 解 析 の 結 果 、 “ 恋 い ” 、 “
恋 ” 、 “ こ い ” な ど の 全 て の Valueに 対 し て 、 「 恋 愛 好 き に 」 と い っ た オ ス ス メ の 理 由 の
表 示 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
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　 こ の よ う な デ ー タ を 管 理 す る M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ を マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス ２ ５
１ で 管 理 さ せ る こ と に よ り 、 上 述 し た よ う に 、 適 切 に 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る 言 葉 を 制 御 す
る こ と が で き る と い っ た 効 果 の 他 に 、 以 下 の よ う な 効 果 も あ る 。 そ の 効 果 に つ い て 図 ２ ２
と 図 ２ ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ２ ２ と 図 ２ ３ に お い て は 、 オ ス ス メ 理 由 と し て 、 AttributeIDが “ ０ ０ １ ” で Categor
yIDが “ 1000” の 言 葉 （ 検 索 言 葉 Ａ と す る ） 、 AttributeIDが “ ０ ０ ２ ” で PersonIDが “ 00
00000001” の 言 葉 （ 検 索 言 葉 Ｂ と す る ） 、 AttributeIDが “ ０ ０ ２ ” で PersonIDが “ 00000
00002” の 言 葉 （ 検 索 言 葉 Ｃ と す る ） 、 お よ び 、 AttributeIDが “ ０ ０ ５ ” で KeywordIDが
“ 0000000001” の 言 葉 （ 検 索 言 葉 Ｄ と す る ） を 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る と 決 定 さ れ た 場 合 を
例 に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 ２ ２ を 参 照 し て 、 ま ず 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ が 存 在 し て い な い と き 、 従 っ て
、 図 １ ２ 乃 至 図 ２ ０ （ 図 １ ７ 、 図 １ ８ を 除 く ） の み が 存 在 し て い る と き の 検 索 の 仕 方 に つ
い て 説 明 す る 。 検 索 言 葉 Ａ が 検 索 さ れ る 際 、 AttributeIDと し て “ ０ ０ １ ” が 割 り 当 て ら
れ て い る M_CATEGORYデ ー タ ベ ー ス ２ ７ １ （ 図 １ ２ ） 内 が 検 索 さ れ る 。 そ し て 、 CategoryID
が “ 1000” で あ る “ ス ポ ー ツ ” と い う 言 葉 が 検 索 結 果 と さ れ る 。 同 様 に 、 検 索 言 葉 Ｂ が 検
索 さ れ る 際 、 AttributeIDと し て “ ０ ０ ２ ” が 割 り 当 て ら れ て い る M_PERSONデ ー タ ベ ー ス
２ ７ ２ （ 図 １ ３ ） 内 が 検 索 さ れ 、 PersonIDが “ 0000000001” で あ る “ 人 物 Ａ ” と い う 言 葉
が 検 索 結 果 と さ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 検 索 言 葉 Ｂ と 同 様 に 、 検 索 言 葉 Ｃ も 、 M_PERSONデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ２ が 参 照 さ れ 、 “ 人 物
Ｂ ” と い う 言 葉 が 検 索 結 果 と さ れ る 。 そ し て 、 検 索 言 葉 Ｄ は 、 M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス ２
７ ５ が 参 照 さ れ 、 “ 情 報 ” と い う 言 葉 が 検 索 結 果 と さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ の 場 合 、 ４ つ の 検 索 言 葉 を 検 索 す る の に 、 ３ つ の デ ー タ ベ ー ス を 参 照 し な け れ ば な ら
な い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ れ に 対 し 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ が 存 在 す る 場 合 、 図 ２ ３ を 参 照 し て 以 下 に 説
明 す る よ う に 検 索 が 行 わ れ る 。 検 索 言 葉 Ａ が 検 索 さ れ る 場 合 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８
０ が 参 照 さ れ る 。 そ の 参 照 さ れ る 位 置 は 、 AttributeIDが “ ０ ０ １ ” で あ り 、 ValueIDが “
１ ０ ０ ０ ” の と こ ろ で あ る 。 そ の 結 果 、 “ ス ポ ー ツ ” と い う 言 葉 が 検 索 結 果 と さ れ る 。 同
じ よ う に 、 検 索 言 葉 Ｂ 乃 至 Ｄ も 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ が 参 照 さ れ て 、 そ れ ぞ れ 検
索 結 果 が 出 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の 場 合 、 ４ つ の 検 索 言 葉 を 検 索 す る の に 、 １ つ の デ ー タ ベ ー ス の み を 参 照 す れ ば よ い
。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ の よ う に 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ を 設 け る こ と に よ り 、 検 索 を 実 行 す る 際 、 複
数 の デ ー タ ベ ー ス を 参 照 す る 必 要 は な く 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ の み を 参 照 す れ ば
よ い の で 、 検 索 に 要 す る 時 間 を 短 く す る こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 ユ ー ザ が オ ス ス メ 画
面 を 要 求 し て か ら 、 そ の ユ ー ザ に 対 す る オ ス ス メ 画 面 を 返 す ま で に か か る 時 間 が 短 く な る
こ と を 意 味 し 、 リ ア ル タ イ ム に 返 答 を 返 さ な く て は な ら な い シ ス テ ム に お い て 、 有 効 な 手
段 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 こ の よ う に 、 マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス ２ ５ １ に は 、 Ｅ Ｐ Ｇ の 作 成 、 オ ス ス メ 画 面 の 作 成 に
必 要 な デ ー タ が 管 理 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 次 に 、 タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ２ （ 図 １ １ ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
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　 タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ２ は 、 オ ス ス メ 画 面 を 作 成 す る 際 、 ユ ー ザ の 嗜 好 と 番 組 と
の マ ッ チ ン グ を 取 る た め の デ ー タ 、 ユ ー ザ の 嗜 好 を よ り 詳 細 な も の と す る た め の 学 習 機 能
を 実 現 す る た め の デ ー タ な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 ２ ４ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 T_PERSON_TARGET_GENDERデ ー タ ベ ー ス ３ １ １ で あ り 、
番 組 に 出 演 す る 人 物 （ Person） が 、 ど の よ う な 性 別 （ Gender） の 人 々 に 人 気 が あ る か 等 を
数 値 化 し た デ ー タ を 管 理 す る 。 T_PERSON_TARGET_GENDERデ ー タ ベ ー ス ３ １ １ は 、 PersonID
、 GenderID、 お よ び 、 Scoreを 関 連 付 け て 管 理 す る 。 PersonIDは 、 図 １ ３ に 示 し た M_PERSO
Nデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ２ が 管 理 す る PersonIDと 同 じ IDと さ れ て い る 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 Per
sonID“ 0000000001” は 、 “ 人 物 Ａ ” の こ と を 意 味 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 GenderIDは 、 図 ２ ０ に 示 し た M_GENDERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ９ が 管 理 す る GenderIDと 同 じ ID
と さ れ て い る 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 GenderIDが “ ０ ０ １ ” は 、 “ 男 性 ” の こ と を 意 味 す る
。 Scoreは 、 PersonIDに 対 応 す る 人 物 は 、 GenderIDに 対 応 す る 性 別 の 人 に 対 し て 、 ど の 程
度 の 数 値 （ 重 み 付 け ） を 有 す る か を 示 す 値 で あ る 。 例 え ば 、 人 物 Ａ が 、 男 性 に 人 気 が あ る
な ら 、 数 値 を 高 く す る ま た は 低 く 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 数 値 が 高 く 設 定 さ れ る 場 合 、 人 気 が あ る の で 、 マ ッ チ ン グ が 行 わ れ る と き に 検 出 さ れ る
可 能 性 を 高 く す る と い う 意 図 が あ る と き で あ る 。 逆 に 、 数 値 が 低 く 設 定 さ れ る 場 合 、 人 気
が あ る の で 、 沢 山 の 番 組 に 出 て い る 、 汎 用 す ぎ る 等 の 理 由 か ら 、 マ ッ チ ン グ が 行 わ れ る と
き 、 あ ま り 重 要 な 要 素 と な ら な い よ う に す る と い う 意 図 が あ る と き で あ る 。 ど ち ら に 設 定
す る か は 、 Ｅ Ｐ Ｇ を 管 理 す る 管 理 者 の 考 え 、 利 用 す る ユ ー ザ の 特 徴 （ ど の 性 別 の ユ ー ザ が
多 い か 、 ど の 年 代 の ユ ー ザ が 多 い か な ど ） 、 シ ス テ ム へ の 負 荷 な ど を 考 慮 し て 設 定 さ れ れ
ば よ い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 な お 、 他 の タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス も 、 そ れ ぞ れ 、 タ ー ゲ ッ ト と す る 要 素 に 関 わ る 数 値
を 管 理 す る が 、 そ の 数 値 が 高 い 値 と し て 設 定 さ れ る か 、 低 い 値 と し て 設 定 さ れ る か は 、 上
述 し た よ う な こ と が 考 慮 さ れ て 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 図 ２ ５ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 T_PERSON_TARGET_AGEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ２ で あ り 、 番
組 に 出 演 す る 人 物 （ Person） が 、 ど の よ う な 年 齢 （ Age） の 人 々 に 人 気 が あ る か 等 を 数 値
化 し た デ ー タ を 管 理 す る 。 T_PERSON_TARGET_AGEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ２ は 、 PersonID、 AgeID
、 お よ び 、 Scoreを 関 連 付 け て 管 理 す る 。 こ の T_PERSON_TARGET_AGEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ２ は
、 PersonIDは 、 図 １ ３ に 示 し た M_PERSONデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ２ が 管 理 す る PersonIDと 同 じ ID
と さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 AgeIDは 、 図 １ ９ に 示 し た M_AGEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ８ が 管 理 す る AgeIDと 同 じ IDと さ れ て
い る 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 AgeID“ ０ ０ １ ” は 、 “ ０ か ら ４ ” 歳 の こ と を 意 味 す る 。 Score
は 、 PersonIDに 対 応 す る 人 物 は 、 AgeIDに 対 応 す る 年 齢 の 人 に 対 し て 、 ど の 程 度 の 数 値 （
重 み 付 け ） を 有 す る か を 示 す 値 で あ る 。 例 え ば 、 人 物 Ａ が 、 ０ か ら ４ 歳 （ 赤 ち ゃ ん ） に 人
気 が あ る な ら 、 数 値 が 高 く ま た は 低 く 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 ２ ６ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 T_PERSON_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ３ で あ り 、 番 組
に 出 演 す る 人 物 が 、 ど の よ う な 視 聴 タ イ プ に 適 し て い る か 等 を 数 値 化 し た デ ー タ を 管 理 す
る 。 T_PERSON_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ３ は 、 PersonID、 ViewID、 お よ び 、 Scoreを 関
連 付 け て 管 理 す る 。 こ の PersonIDも 、 図 １ ３ に 示 し た M_PERSONデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ２ が 管 理
す る PersonIDと 同 じ IDと さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ViewIDは 、 図 １ ５ に 示 し た M_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ４ が 管 理 す る ViewIDと 同 じ ID
と さ れ て る 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 ViewID“ ０ ０ １ ” は 、 “ 笑 い 刺 激 型 ” の こ と を 意 味 す る
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。 Scoreは 、 PersonIDに 対 応 す る 人 物 は 、 ViewIDに 対 応 す る 視 聴 タ イ プ に 対 し て 、 ど の 程
度 の 数 値 （ 重 み 付 け ） を 有 す る か を 示 す 値 で あ る 。 例 え ば 、 人 物 Ａ が 、 笑 い 刺 激 型 で あ る
（ お 笑 い 番 組 に 良 く 出 る 芸 人 ） な ら 、 数 値 が 高 く ま た は 低 く 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 ２ ７ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 T_PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス ３ １ ４ で あ り 、 番 組
に 出 演 す る 人 物 が 、 ど の よ う な キ ャ ラ ク タ （ 特 徴 ） を 有 し て い る か 等 を 数 値 化 し た デ ー タ
を 管 理 す る 。 T_PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス ３ １ ４ は 、 PersonID、 CharacterID、 お よ
び 、 Scoreを 関 連 付 け て 管 理 す る 。 こ の PersonIDも 、 図 １ ３ に 示 し た M_PERSONデ ー タ ベ ー
ス ２ ７ ２ が 管 理 す る PersonIDと 同 じ IDと さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 CharacterIDは 、 図 １ ４ に 示 し た M_PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス ２ ７ ３ が 管 理 す る Cha
racterIDと 同 じ IDと さ れ て る 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 CharacterID“ ０ ０ １ ” は 、 “ 司 会 者
系 ” の こ と を 意 味 す る 。 Scoreは 、 PersonIDに 対 応 す る 人 物 は 、 CharacterIDに 対 応 す る キ
ャ ラ ク タ に 対 し て 、 ど の 程 度 の 数 値 （ 重 み 付 け ） を 有 す る か を 示 す 値 で あ る 。 例 え ば 、 人
物 Ａ が 、 バ ラ エ テ ィ 番 組 な ど で 司 会 者 を つ と め る こ と が 多 い 司 会 者 系 で あ る な ら 、 数 値 が
高 く ま た は 低 く 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 ２ ８ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 T_PRG_VALUデ ー タ ベ ー ス ３ １ ５ で あ り 、 所 定 の 番 組 と
、 そ の 番 組 に 関 連 す る 事 項 を 関 連 付 け て 管 理 す る 。 T_PRG_VALUデ ー タ ベ ー ス ３ １ ５ は 、 Pr
ogramID、 Attribute、 お よ び 、 ValueIDを 関 連 付 け て 管 理 す る 。 ProgramIDは 、 各 番 組 を 識
別 す る た め に 各 番 組 に 割 り 当 て ら れ て い る 識 別 子 で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 Attributは 、 ど の デ ー タ ベ ー ス に 対 す る 特 性 で あ る か を 示 す デ ー タ で あ る 、 AttributeI
Dで 記 載 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ValueIDは 、 図 ２ ４ に 示 し た M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０
が 管 理 す る ValueIDと 同 じ IDと さ れ て る 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 AttributeIDが “ ０ ０ ２ ” （
す な わ ち 、 Attributeと し て は Person） で 、 ValueIDが “ １ ０ ０ ０ ” は 、 “ 人 物 Ａ ” の こ と
を 意 味 す る 。 こ の よ う に 、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ５ は 、 所 定 の 番 組 と 、 そ の 番 組
に 出 演 し て い る 人 物 （ Person） や 、 そ の 番 組 を 特 徴 付 け る キ ー ワ ー ド （ Keyword） な ど を
関 連 付 け る た め の デ ー タ ベ ー ス と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 ２ ９ に 示 し デ ー タ ベ ー ス は 、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ で あ り 、 番 組 自 体 の 重
み 付 け の 数 値 を 管 理 す る 。 こ の T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ は 、 図 ２ ８ に 示 し た T_PRG
_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ５ に 、 Scoreを さ ら に 関 連 付 け て 管 理 す る 構 成 と さ れ て い る 。 た
だ し 、 図 ２ ９ に 示 し た T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ で は 、 Attributeで は な く 、 Attrib
uteIDを 管 理 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 例 え ば 、 図 ２ ９ に 示 し た T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ に お い て 、 ProgramIDと し て “
1000000030000029” と い う IDが 割 り 当 て ら れ て い る 番 組 は 、 AttributeIDが “ ０ ０ １ ” 、 V
alueIDが “ １ ０ ０ ０ ” に 対 し て “ 0.65193365995972070000” と い う 数 値 が 与 え ら れ て い る
。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ス コ ア リ ン グ の 計 算 の と き に 、 こ の Scoreの 値 が 用 い ら れ る が 、 そ の ス コ ア リ ン グ の 計
算 時 に は 、 AttributeIDと ValueIDの 組 か ら 一 意 に Score値 が 求 め ら れ る た め 、 AttributeID
と ValueIDの 組 が 、 ど の よ う な 語 に 関 連 付 け ら れ て い る か を 判 別 す る 必 要 は な い が 、 説 明
の た め に 判 別 す る と 、 AttributeIDが “ ０ ０ １ ” 、 ValueIDが “ １ ０ ０ ０ ” は 、 図 ２ １ に 示
し た M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ を 参 照 す る に “ ス ポ ー ツ ” で あ る 。 よ っ て 、 こ こ で は 、
ProgramIDと し て “ 1000000030000029” と い う IDが 割 り 当 て ら れ て い る 番 組 は 、 “ ス ポ ー
ツ ” と い う 要 素 に 対 し て は 、 “ 0.65193365995972070000” と い う 数 値 を 有 す る こ と に な る
。
【 ０ １ ３ ２ 】
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　 こ の よ う に 、 こ の T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ も 、 複 数 の AttributeIDを 含 む た め 、
そ れ ぞ れ の 要 素 を 検 出 す る 必 要 が あ る 場 合 、 複 数 の 対 応 す る マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス を 参 照
し な く て は な ら な い が 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ を 設 け る こ と に よ り 、 こ の M_REASON
デ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ の み を 参 照 す る だ け で 、 必 要 な 要 素 を 検 出 す る こ と が 可 能 と な る 。 た
だ し 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ に は 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る に は ふ さ わ し く な い キ ー ワ
ー ド な ど は 削 除 さ れ て い る （ 記 載 さ れ て い な い ） た め 、 必 要 に 応 じ て M_REASONデ ー タ ベ ー
ス ２ ８ ０ を 参 照 す る よ う に し て も 、 削 除 さ れ て い る 語 は 検 出 す る こ と は で き な い の で 、 処
理 に 必 要 な ら ば 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ 以 外 の マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス を 参 照 す る 必
要 が あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 ３ ０ に 示 し た デ ー タ ベ ー ス は 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ で あ り 、 ユ ー ザ の 嗜 好
に 関 す る デ ー タ を 管 理 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ は 、 Me
mberID、 UMTypeID、 AttributeID、 ValueID、 お よ び 、 Scoreを 関 連 付 け て 管 理 す る 。 Membe
rIDは 、 ユ ー ザ 登 録 し て い る ユ ー ザ に 対 し て 割 り 当 て ら れ た 識 別 子 で あ る 。 UMTypeIDは 、
こ の 要 素 は 、 何 に 基 づ い て 設 定 さ れ た も の で あ る か を 示 す 。 “ 何 に 基 づ い て ” と は 、 こ こ
で は 、 登 録 、 学 習 、 フ ィ ル タ リ ン グ に 基 づ く 場 合 が 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 例 え ば 、 図 ３ ０ を 参 照 す る に 、 １ 行 目 の AttributeIDが “ ０ ０ １ ” で ValueIDが “ １ ０ ０
０ ” の 要 素 は 、 図 ２ １ の M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ を 参 照 す る に 、 “ ス ポ ー ツ ” と い う
要 素 で あ る が 、 そ の 要 素 を 、 ユ ー ザ が 、 自 分 は “ ス ポ ー ツ ” が 好 き で あ る と 登 録 し て あ っ
た 場 合 に は 、 UMTypeIDは “ １ ” と 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 ３ ０ を 参 照 す る に 、 ２ 行 目 の AttributeIDが “ ０ ０ １ ” で ValueIDが “ １ ０ ０ １ ” の 要
素 は 、 図 ２ １ の M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ を 参 照 す る に 、 “ ス ポ ー ツ ： 野 球 ” と い う 要
素 で あ る が 、 そ の 要 素 は 、 ユ ー ザ が 良 く 視 聴 し て い る 番 組 を 解 析 し た 結 果 、 ス ポ ー ツ の 中
で も “ 野 球 ” が 好 き で あ る と 判 断 さ れ 、 そ の 結 果 設 定 さ れ た 要 素 で あ る 場 合 に は 、 UMType
IDは “ ２ ” と 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 ３ ０ を 参 照 す る に 、 ３ 行 目 の AttributeIDが “ ０ ０ ２ ” で ValueIDが “ 0000000001” の
要 素 は 、 図 ２ １ の M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ を 参 照 す る に 、 “ 人 物 Ａ ” と い う 要 素 で あ
る が 、 そ の 要 素 を 、 後 述 す る フ ィ ル タ リ ン グ の 処 理 の 結 果 、 “ 人 物 Ａ ” が 好 き で あ ろ う と
判 断 さ れ 、 そ の 結 果 設 定 さ れ た 要 素 で あ る 場 合 に は 、 UMTypeIDは “ ３ ” と 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 こ の よ う に 、 ユ ー ザ に オ ス ス メ す る 番 組 を 検 出 す る 際 に 用 い
ら れ る 要 素 は 、 ユ ー ザ 自 身 に よ る 登 録 に よ り 設 定 さ れ 、 ユ ー ザ の 嗜 好 を 学 習 す る こ と に よ
り 設 定 さ れ 、 さ ら に 、 フ ィ ル タ リ ン グ の 処 理 に よ り 設 定 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、
よ り ユ ー ザ の 嗜 好 を 的 確 に 判 断 し 、 オ ス ス メ の 番 組 を 提 示 で き る よ う に な る 。 例 え ば 、 ユ
ー ザ 自 身 に よ る 登 録 だ け に 依 存 す る と 、 あ ま り 多 く の 要 素 を 登 録 す る こ と が で き な い 。 例
え ば 、 ３ 万 個 の 要 素 が あ る 場 合 、 そ の ３ 万 個 の 要 素 の 中 か ら 、 ユ ー ザ 自 身 が 、 自 分 に 合 う
要 素 を 登 録 す る と い う の は 、 不 可 能 な こ と （ 可 能 で あ っ て も ユ ー ザ に 取 っ て は 煩 雑 な 処 理
） と な っ て し ま う 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 よ っ て 、 例 え ば 、 “ ス ポ ー ツ ” （ AttributeIDが ０ ０ １ で ValueIDが １ ０ ０ ０ ） な ど と い
う 広 い 範 囲 の カ テ ゴ リ ー は 設 定 で き て も 、 ス ポ ー ツ の 中 で も “ 野 球 ” と い っ た 細 か い 設 定
は で き な い 可 能 性 が あ る 。 し か し な が ら 、 ユ ー ザ が “ ス ポ ー ツ ” と い う 要 素 し か 設 定 し て
い な く て も 、 そ の ユ ー ザ が “ 野 球 ” を よ く 視 聴 し て い れ ば 、 学 習 と い う 機 能 に よ り 、 “ ス
ポ ー ツ ： 野 球 ” （ AttributeIDが ０ ０ １ で ValueIDが １ ０ ０ １ ） の 要 素 も 設 定 さ れ る こ と に
な る 。 さ ら に フ ィ ル タ と い う 機 能 を 設 け る こ と に よ り 、 後 述 す る よ う に 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に
合 っ て い る は ず と 推 測 さ れ る が 、 ユ ー ザ が 登 録 も せ ず 、 学 習 の 結 果 で も 設 定 さ れ な い よ う
な 要 素 も 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ １ ３ ９ 】
　 な お 、 こ の よ う に 登 録 、 学 習 、 フ ィ ル タ と い う ３ つ の 処 理 で 要 素 が 設 定 さ れ る わ け だ が
、 ユ ー ザ 自 身 が 登 録 し た 要 素 の 方 が 、 他 の 処 理 で 設 定 さ れ た 要 素 よ り も 重 要 視 さ れ 、 学 習
に よ り 設 定 さ れ た 要 素 の 方 が 、 フ ィ ル タ と い う 処 理 で 設 定 さ れ た 要 素 よ り も 重 要 視 さ れ る
方 が 好 ま し い 。 そ の よ う な 重 み 付 け に 関 す る こ と は 、 図 ３ ０ に 示 し た T_UM_VALUEデ ー タ ベ
ー ス ３ １ ７ の Scoreの 数 値 を 変 え る こ と に よ り 、 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 図 ２ ２ 乃 至 図 ３ ０ を 参 照 し て 説 明 し た よ う な デ ー タ ベ ー ス が 、 タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス
２ ５ ２ に 管 理 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 こ こ で 、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ５ の 作 成 に つ い て 、 図 ３ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト を
参 照 し て 説 明 す る 。 図 ３ １ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ く 処 理 は 、 Ｅ Ｐ Ｇ の デ ー タ が 作
成 さ れ た 際 に 行 わ れ る （ 放 送 す る 番 組 や そ の 番 組 に 出 演 す る 出 演 者 な ど が 決 定 し 、 Ｅ Ｐ Ｇ
を 作 成 す る た め の デ ー タ が そ ろ っ た 時 点 で 行 わ れ る ） 。 ま た 、 図 ３ １ に 示 し た フ ロ ー チ ャ
ー ト に 基 づ く 処 理 は 、 サ ー バ ５ ２ の Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ （ 図 ９ ） が 実 現 す る 対 象 情 報 メ タ デ ー タ
管 理 機 能 ２ ３ ７ （ 図 １ ０ ） が 実 行 す る 。 ま た は 、 管 理 者 が 手 作 業 で 行 い デ ー タ を 入 力 す る
こ と も 可 能 で あ る 。 こ こ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ が 実 行 す る と し て 説 明 す る 。 他 の フ ロ ー チ ャ
ー ト の 処 理 も 、 断 り の な い か ぎ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ （ CPU２ ０ １ が 実 現 す る 機 能 ） が 実 行 す
る と し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ は 、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ５ に 追 加 す る
デ ー タ を 取 得 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 取 得 さ れ る デ ー タ は 、 番 組 に 出 演 す る 出 演 者
、 番 組 の キ ー ワ ー ド な ど の 要 素 に 対 応 す る T_PRG_VALUEで あ る 。 各 要 素 は 、 主 に 、 Ｅ Ｐ Ｇ
、 例 え ば 、 図 ６ に 示 し た Ｅ Ｐ Ｇ に 表 示 さ れ る 情 報 で あ り 、 そ の た め に 、 Ｅ Ｐ Ｇ を 作 る 時 に
必 要 と さ れ る デ ー タ で あ り 、 そ の Ｅ Ｐ Ｇ を 作 成 す る 側 か ら 供 給 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ３ ２ に 示 し た よ う な Ｅ Ｐ Ｇ が ユ ー ザ 側 に 提 供 さ れ る 場 合 を 考 え る 。 図 ３ ２ の
左 側 に 示 し た Ｅ Ｐ Ｇ で は 、 “ 番 組 Ａ － １ ” と い う 番 組 名 と 、 そ の 下 に 出 演 者 と し て “ 人 物
Ａ ” と “ 人 物 Ｂ ” が 表 示 さ れ て い る 。 さ ら に 下 側 に 、 “ 情 報 ” と “ 買 い 物 ” と い う ２ つ の
キ ー ワ ー ド が 表 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な Ｅ Ｐ Ｇ を 表 示 さ せ る の に 必 要 な 情 報 と し て は 、
図 ３ ２ の 右 側 に 示 し た よ う に 、 ま ず 、 “ 人 物 Ａ ” と い う の を 表 示 さ せ る た め に 、 Attribut
eIDが “ ０ ０ ２ ” で ValueIDが “ 0000000001” と い う 情 報 が 必 要 で あ る 。 同 じ よ う に 、 “ 人
物 Ｂ ” 、 “ 情 報 ” 、 お よ び “ 買 い 物 ” と い う 表 示 を さ せ る に の 必 要 な 情 報 と し て は 、 Attr
ibuteIDと ValueIDの 組 み 合 わ せ の 情 報 が 必 要 で あ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 図 ３ ２ の 図 中 右 側 に 示 し た よ う な 情 報 が 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 取 得 さ れ る わ け だ が
、 そ の デ ー タ は 、 図 ２ ８ に 示 し た T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ５ と し て 提 供 さ れ る た め
、 対 応 す る T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ５ 内 の デ ー タ を 取 得 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。
ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に お い て 、 マ ッ プ デ ー タ か ら 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 取 得 さ れ た 各 要 素
に 対 応 す る 属 性 デ ー タ と 、 そ の 属 性 デ ー タ に 対 応 す る ス コ ア が 取 得 さ れ る 。 マ ッ プ デ ー タ
と は 、 タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ２ で 管 理 さ れ て い る 各 デ ー タ ベ ー ス の こ と で あ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に お い て 、 出 演 者 や 出 現 キ ー ワ ー ド の T_PRG_VALUEの ス コ ア に 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ ２ に お い て 取 得 さ れ た マ ッ プ デ ー タ か ら 取 得 さ れ た ス コ ア を 乗 算 し 、 そ の 値 を 属 性
デ ー タ の ス コ ア と し て 設 定 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に お い て 、 設 定 さ れ た ス コ ア が
、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ の １ つ の 要 素 と し て 追 加 、 記 憶 さ れ る 。 要 素 が 追 加 さ
れ る 際 、 そ の 追 加 さ れ る 要 素 に は 、 属 性 に 対 応 す る AttributeIDが 割 り 当 て ら れ る 。 ま た
、 そ の 要 素 に は 、 ValueIDと し て 、 当 該 属 性 の マ ス タ ー デ ー タ で 定 め ら れ て い る 属 性 を 一
意 に 識 別 す る IDが 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
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　 こ の よ う に し て 、 図 ２ ９ に 示 し た T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ が 作 成 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 次 に 、 図 ３ ０ に 示 し た T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ の 作 成 に 関 わ る 処 理 に つ い て 説 明
す る 。 図 ３ ０ に 示 し た T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ の と こ ろ の 説 明 で 、 T_UM_VALUEデ ー
タ ベ ー ス ３ １ ７ の 各 要 素 は 、 登 録 、 学 習 、 ま た は フ ィ ル タ と い う い ず れ か の 処 理 に よ り 設
定 さ れ た も の で あ る と 説 明 し た 。 こ こ で は ま ず 、 図 ３ ３ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し
て 、 ユ ー ザ 自 身 の 登 録 に よ る 要 素 の 追 加 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス
３ １ ７ の 作 成 に 関 わ る 処 理 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ が 実 現 す る １ つ の 機 能 で あ る ユ ー ザ モ デ ル 管
理 機 能 ２ ３ ５ に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ S５ １ に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ は 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 追 加 す る
デ ー タ を 取 得 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 取 得 さ れ る デ ー タ は 、 編 集 対 象 と な っ て い る
ユ ー ザ （ 視 聴 者 ） の 嗜 好 に 関 わ る 出 演 者 、 キ ー ワ ー ド な ど の 各 要 素 に 対 す る T_UM_VALUEで
あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に お い て 、 マ ッ プ デ ー タ か ら 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 取 得 さ れ た
各 要 素 に 対 応 す る 属 性 デ ー タ と 、 そ の 属 性 デ ー タ に 対 応 す る ス コ ア が 取 得 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に お い て 、 出 演 者 や 出 現 キ ー ワ ー ド の T_UM_VALUEの ス コ ア に 、 ス テ ッ プ
Ｓ ５ ２ に お い て 取 得 さ れ た マ ッ プ デ ー タ か ら の 取 得 さ れ た ス コ ア を 乗 算 し 、 そ の 値 を 属 性
デ ー タ の ス コ ア と し て 設 定 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 設 定 さ れ た ス コ ア が
、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ の １ つ の 要 素 と し て 追 加 、 記 憶 さ れ る 。 要 素 が 追 加 さ れ
る 際 、 そ の 追 加 さ れ る 要 素 に は 、 属 性 に 対 応 す る AttributeIDが 割 り 当 て ら れ る 。 ま た 、
そ の 要 素 に は 、 ValueIDと し て 、 当 該 属 性 の マ ス タ ー デ ー タ で 定 め ら れ て い る 属 性 を 一 意
に 識 別 す る IDが 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 こ の よ う に し て 、 ユ ー ザ 自 身 が 登 録 し た 要 素 に 対 す る 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ り 図 ３ ０
に 示 し た T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ の 一 部 が 作 成 さ れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 次 に 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 、 学 習 に よ り 要 素 が 追 加 さ れ る 場 合 の 処 理 に つ
い て 、 図 ３ ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ に お い て 、 処 理 対 象
と な っ て い る ユ ー ザ が 視 聴 し た 番 組 （ 録 画 予 約 し た 番 組 ） に 関 す る デ ー タ が 、 ロ グ デ ー タ
ベ ー ス ２ ５ ３ （ 図 １ １ ） か ら 読 み 出 さ れ る 。 ロ グ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ３ に は 、 ユ ー ザ を 識 別
す る た め の 識 別 子 （ MemberID） 、 そ の ユ ー ザ が 視 聴 し た 番 組 を 識 別 す る た め の 識 別 子 （ Pr
ogramID） が 、 少 な く と も 関 連 付 け ら れ て 管 理 さ れ て い る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ に お い て は 、 所 定 の ユ ー ザ が 視 聴 し た 番 組 に 関 わ る デ ー タ が 取 得 さ れ る
わ け だ が 、 ま ず 、 処 理 対 象 と さ て い る ユ ー ザ の MemberIDが 取 得 さ れ る 。 そ し て 、 そ の Memb
erIDを 基 に 、 ロ グ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ３ か ら ユ ー ザ が 利 用 し た 番 組 の ProgramIDが 取 得 さ れ
る 。 ProgramIDが 取 得 さ れ る と 、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ が 参 照 さ れ 、 取 得 さ れ た
ProgramIDに 対 応 す る 、 そ れ ぞ れ の 要 素 毎 に 、 T_PRG_VALUEが 取 得 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ ２ に お い て 、 取 得 さ れ た T_PRG_VALUEの ス コ ア が 、 同 一 の AttributeID、 Va
lueIDの T_UM_VALUEの 要 素 に 加 算 さ れ る 。 こ の 処 理 に つ い て 、 図 ３ ５ を 参 照 し て 説 明 を 加
え る 。 ロ グ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ３ に 、 MemberIDが “ 200241723056783” 、 ProgramIDが “ 1000
000030000029” と い う デ ー タ が 残 さ れ て い る 状 況 で 、 こ の デ ー タ が 読 み 出 さ れ る と 、 ま ず
、 同 一 の ProgramIDを 有 す る 要 素 が 、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ か ら 読 み 出 さ れ る 。
図 ３ ５ に 示 し た 例 で は 、 AttributeIDが “ ０ ０ １ ” 、 ValueIDが “ 1000” 、 Scoreが “ 1.651
93365995972070000” と い う 要 素 が 読 み 出 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 次 に 、 こ の 読 み 出 さ れ た AttributeIDと ValueIDが 一 致 す る 要 素 が 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ
ー ス ３ １ ７ 内 に 存 在 す る か 否 か が 判 断 さ れ る 。 図 ３ ５ に 示 し た よ う に 、 一 致 す る 要 素 が 存
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在 す る 場 合 、 そ の 存 在 し て い る と 判 断 さ れ た 要 素 の Score、 図 ３ ５ に 示 し た 例 で は 、 “ .84
296419427714530000” が 読 み 出 さ れ る 。 そ の 読 み 出 さ れ た Scoreに 、 先 に 、 T_PRG_VALUEデ
ー タ ベ ー ス ３ １ ６ か ら 読 み 出 さ れ て い る Score（ こ の 場 合 、 “ 1.65193365995972070000”
） が 加 算 さ れ る 。 な お 、 単 に 加 算 さ れ る だ け で な く 、 所 定 の 値 が 乗 算 さ れ る （ 重 み 付 け が
行 わ れ る ） な ど す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 ユ ー ザ が 番 組 を 視 聴 す る （ 録 画 予 約 す る ） た び に 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー
ス ３ １ ７ の 各 要 素 の Scoreが 変 更 さ れ る 。 す な わ ち 、 よ り ユ ー ザ の 嗜 好 に 近 い も の に な る
よ う に 、 学 習 が 行 わ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 図 ３ ５ に 示 し た 例 で は 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス
３ １ ６ か ら 読 み 出 さ れ た AttributeIDと ValueIDが 一 致 す る 要 素 が 存 在 す る 場 合 を 例 に 挙 げ
た が 、 存 在 し て い な い 場 合 も 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ Ａ が 視 聴 し た 番 組 に “ 人 物 Ａ ”
が 出 演 し て い た が 、 そ の “ 人 物 Ａ ” と い う 要 素 は 、 ユ ー ザ Ａ に 対 応 す る T_UM_VALUEデ ー タ
ベ ー ス ３ １ ７ に は 登 録 さ れ て い な い こ と も あ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 そ の よ う な 場 合 、 新 た な 要 素 が T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 追 加 さ れ る 。 図 ３ ６ を
参 照 し て 、 こ の よ う な 状 況 に つ い て 説 明 を 加 え る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 ユ ー ザ Ａ が 、 番 組 Ｘ を 視 聴 し 、 そ の 番 組 Ｘ に は 、 人 物 Ａ と 人 物 Ｂ が 出 演 し て い た 。 人 物
Ａ は 、 ユ ー ザ Ａ が 好 み で あ り 、 人 物 Ａ が 出 演 し て い た 番 組 は 、 よ く 視 聴 し て い た が 、 人 物
Ｂ の こ と は 知 ら な く 、 人 物 Ｂ が 出 演 し て い る 番 組 Ｘ 以 外 の 他 の 番 組 を 視 聴 し た こ と は な か
っ た 。 こ の よ う な 状 況 の 時 に は 、 ユ ー ザ Ａ の T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に は 、 人 物 Ａ
に 関 す る ScoreＡ は 既 に 存 在 し て い る の で 、 そ の ScoreＡ に 、 新 た な 数 値 が 加 算 さ れ 、 Scor
eＡ ’ と さ れ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 一 方 、 人 物 Ｂ に 関 す る 要 素 は 、 ユ ー ザ Ａ の T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に は 存 在 し て
い な い た め 、 新 た に 人 物 Ｂ に 対 す る 要 素 が 追 加 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 こ こ で は 、 人 物 Ａ と 同 じ 番 組 に 出 演 し て い た 人 物 Ｂ に 関 す る 要 素 が 追 加 さ れ る と し た が
、 例 え ば 、 人 物 Ａ の キ ャ ラ ク タ や 視 聴 タ イ プ な ど の 要 素 も 追 加 さ れ る 場 合 が あ る 。 ま た 、
人 物 Ａ の キ ャ ラ ク タ や 視 聴 タ イ プ な ど が 、 既 に 存 在 し て い る と き に は 、 そ の Scoreに 、 新
た な 値 が 加 算 さ れ る な ど し て 、 そ の 値 が 変 化 す る こ と は も ち ろ ん あ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 例 え ば 、 ユ ー ザ Ａ が 視 聴 し 、 人 物 Ａ が 出 演 し て い た 番 組 Ｘ は 、 バ ラ エ テ ィ 番 組 で あ っ て
も 、 そ の 人 物 Ａ 自 体 は 、 時 代 劇 に 出 演 す る こ と が 多 い 人 物 で あ る よ う な 場 合 、 人 物 Ａ の キ
ャ ラ ク タ と し て 、 “ 時 代 劇 ” が 関 連 付 け ら れ て い る （ マ ッ ピ ン グ さ れ て い る ） 。 よ っ て 、
ユ ー ザ Ａ が 視 聴 し て い た 番 組 Ｘ が 、 バ ラ エ テ ィ 番 組 で あ っ て も 、 上 述 し た よ う な 処 理 が 実
行 さ れ る た め 、 番 組 Ｘ を 視 聴 す る こ と に よ り 、 人 物 Ａ に 関 連 付 け ら れ て い る “ 時 代 劇 ” と
い う 要 素 の ス コ ア 値 が あ が り 、 次 回 か ら 、 “ 時 代 劇 ” も オ ス ス メ 番 組 と し て 推 薦 さ れ る 可
能 性 が 高 く な る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 ま た 、 人 物 Ａ が “ た く ま し い ” と い っ た 属 性 を 有 す る 場 合 、 そ の “ た く ま し い ” と い っ
た 属 性 を 有 す る 人 物 Ｃ （ 不 図 示 ） の 要 素 が ユ ー ザ Ａ の T_UM_Valueデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 追
加 さ れ る 。 も ち ろ ん 、 人 物 Ａ が “ た く ま し い ” と い っ た 属 性 を 有 す る 場 合 、 か つ 、 ユ ー ザ
Ａ の T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に “ た く ま し い ” と い っ た 要 素 が 存 在 し て い る 場 合 、
そ の 要 素 の Scoreは 、 更 新 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 こ こ で は 、 番 組 Ｘ に は 、 人 物 Ａ と 人 物 Ｂ が 出 演 し て い る と し た が 、 例 え ば 、 人
物 Ａ の み が 出 演 し て い た 場 合 で も 、 同 様 な こ と が 実 行 さ れ る 。 す な わ ち 、 人 物 Ａ と 人 物 Ｂ
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は 、 “ 時 代 劇 ” と い う キ ー ワ ー ド （ 属 性 ） で 関 連 付 け ら れ て い る （ マ ッ ピ ン グ さ れ て い る
） よ う な 場 合 、 人 物 Ａ し か 出 演 し て い な い 番 組 Ｘ が 視 聴 さ れ た 時 点 で 、 人 物 Ａ に マ ッ ピ ン
グ さ れ て い る 人 物 Ｂ が 読 み 出 さ れ 、 そ の 人 物 Ｂ の 要 素 が 追 加 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 す な わ ち 、 こ の よ う な 学 習 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 こ の 場 合 、 番 組 Ｘ の 属 性 や 人 物 Ａ の
属 性 に 関 連 付 け ら れ て い る 要 素 も 、 新 た に 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 追 加 さ れ る
、 ま た は 、 そ の 要 素 の Scoreが 更 新 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 こ の よ う に 、 ユ ー ザ が 録 画 予 約 や 視 聴 な ど を 行 う こ と に よ り 、 Score値 は 更 新 さ れ 、 新
た な 要 素 が 追 加 さ れ る 。 よ っ て 、 徐 々 に 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る デ ー タ が 、 サ ン プ ル 数 が
増 え る こ と に よ り 詳 細 な も の と な り 、 そ の よ う な デ ー タ を 用 い て 行 わ れ る オ ス ス メ 番 組 の
検 索 を 、 よ り ユ ー ザ に 適 し た 番 組 （ ユ ー ザ が 求 め る 番 組 ） を 検 索 す る こ と が で き る も の と
す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 図 ３ ７ は 、 こ の よ う な 学 習 の 処 理 を 行 わ な い 場 合 と 、 行 っ た 場 合 と を 比 較 す る た め に 作
成 し た グ ラ フ で あ る 。 グ ラ フ Ａ は 、 属 性 に よ る オ ス ス メ を 行 っ た 時 を 示 し 、 グ ラ フ Ｂ は 、
詳 細 メ タ デ ー タ の み に よ り オ ス ス メ を 行 っ た 時 を 示 す 。 図 ３ ７ に 示 し た よ う に 、 あ ま り 時
間 が 経 過 し て い な い 初 期 段 階 で は 、 属 性 に よ る オ ス ス メ を 行 う 方 （ グ ラ フ Ａ ） が 、 学 習 度
が 高 く 、 一 定 の 時 間 が 経 過 し た 段 階 で は 、 詳 細 メ タ デ ー タ の み に よ り オ ス ス メ を 行 う 方 （
グ ラ フ Ｂ ） の 方 が 、 学 習 度 が 高 い と い っ た 結 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 こ の 結 果 を 考 慮 す る と 、 ユ ー ザ 登 録 し て 間 も な い ユ ー ザ に 対 し て は 、 学 習 と い う 処 理 を
行 う 方 が 、 よ り 早 い 時 期 に 、 学 習 度 を 高 め る こ と が で き 、 ユ ー ザ の 嗜 好 の デ ー タ の 信 頼 性
を 高 め る こ と が で き る 。 そ し て 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た 後 （ 所 定 の 学 習 度 に 達 成 し た 後 ）
は 、 学 習 を や め る （ ま た は 、 学 習 の 回 数 を 少 な く す る ） な ど し た 方 が 好 ま し い 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 い ず れ に し て も 、 学 習 を 行 う こ と に よ り 、 よ り 早 い 時 期 に 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 、 信
頼 性 の 高 い デ ー タ を 作 成 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 よ り 早 い 時 期 に 、 適 切 に ユ ー ザ の 嗜
好 に 適 し た 番 組 を オ ス ス メ す る こ と が で き る よ う に な り 、 ユ ー ザ が 満 足 す る よ う な 結 果 を
提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 登 録 し た ユ ー ザ が 、 離 れ て し ま う （ 脱 会 す る ） と い
っ た よ う な こ と を 防 ぐ こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る デ ー タ を 、 学 習 に よ り 収 集 す る と い っ た 方 法 の 他 に 、 ユ ー ザ 自 身
で 、 登 録 す る と い っ た 方 法 が あ る こ と は 既 に 上 述 し た 。 こ れ ら の 方 法 は 、 よ り ユ ー ザ の 嗜
好 を 正 し い も の と す る こ と が １ つ の 目 的 と し て あ る 。 そ こ で 、 収 集 さ れ る デ ー タ （ 要 素 ）
に つ い て だ が 、 こ の 場 合 、 テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 と し て 放 送 さ れ る 番 組 内 か ら 、 ユ ー ザ の 嗜 好
に 合 っ た 番 組 を オ ス ス メ す る と い う の が １ つ の 目 的 と し て い る た め 、 主 に 、 番 組 の 種 類 、
番 組 に 出 演 す る 出 演 者 な ど に 関 す る 要 素 が 収 集 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 も ち ろ ん 、 こ の よ う な 要 素 だ け で も 良 い が 、 さ ら に 、 ユ ー ザ の ラ イ フ ス タ イ ル に 関 す る
情 報 を 収 集 し 、 そ の よ う な 情 報 に 基 づ く 要 素 も 考 慮 し て 番 組 の 推 薦 が 行 わ れ る よ う に し て
も 良 い 。 ラ イ フ ス タ イ ル と は 、 例 え ば 、 日 中 は テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 を 視 聴 し な い 等 で あ る 。
し か し な が ら 、 こ の よ う な 、 あ る 意 味 、 ユ ー ザ の プ ラ イ バ シ ー に 関 わ る こ と は 、 ま た 、 ユ
ー ザ に 取 っ て は 、 番 組 の 推 薦 に ど の よ う な 関 連 が あ る の か 直 接 的 に 導 き 出 せ な い プ ラ イ バ
シ ー な 情 報 を 、 簡 単 に 提 供 す る こ と を 快 く は 思 わ な い ユ ー ザ も い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 情 報 は 、 ア ン ケ ー ト 形 式 や 占 い 形 式 で 、 ユ ー ザ 側 に は 、 プ ラ イ ベ ー
ト な 情 報 を 提 供 し て い る と 感 じ さ せ な い よ う な 形 式 で 収 集 す る 。 こ の よ う に す る こ と で 、
ユ ー ザ は 、 ゲ ー ム 感 覚 で プ ロ フ ァ イ ル を 登 録 す る こ と が で き 、 そ の よ う な プ ロ フ ァ イ ル を
管 理 す る （ 収 集 す る ） 側 （ こ の 場 合 、 サ ー バ ５ ２ 、 お よ び 管 理 者 ） は 、 プ ロ フ ァ イ ル を 収
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集 し や す く な る と い っ た 効 果 を 望 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 こ の よ う な ラ イ フ ス タ イ ル と い っ た 情 報 も 、 オ ス ス メ 番 組 の 検 索 が 実 行 さ れ る 際 に 用 い
ら れ る 要 素 と す る こ と に よ り 、 よ り ユ ー ザ に 適 し た 番 組 を 推 薦 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 次 に 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 対 す る フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 （ ま た は マ イ ニ ン グ
（ mining） 処 理 ） に つ い て 説 明 す る 。 こ の フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 は 、 主 に 図 ８ に 示 し た オ ス
ス メ 画 面 の う ち 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ の “ 同 じ 番 組 を 録 画 し た 人 の 興 味 ” と い う 項 目 を 表 示
さ せ る た め に 行 わ れ る 処 理 で あ る 。 こ の よ う な 表 示 を 行 う の は 、 以 下 の よ う な 状 況 、 理 由
か ら で あ る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 図 ３ ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ Ａ が 、 番 組 Ｘ を 録 画 予 約 し 、 ユ ー ザ Ｂ も 番
組 Ｘ を 録 画 予 約 し た と す る 。 ユ ー ザ Ａ も ユ ー ザ Ｂ も 、 番 組 Ｘ に 対 し て 興 味 が あ る と 考 え ら
れ る 。 例 え ば 、 そ の 番 組 Ｘ が 、 お 笑 い 番 組 だ と す る と 、 ユ ー ザ Ａ と ユ ー ザ Ｂ は 、 お 笑 い 系
が 好 み で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 ユ ー ザ Ｂ は 、 お 笑 い 系 に 属 す る 番 組 Ｚ も 録 画 予 約 し て い る 。 番 組 Ｘ に は 、 人 物 Ａ が 出 演
し 、 番 組 Ｚ に は 、 人 物 Ｂ が 出 演 し て い る 。 こ の よ う な 場 合 、 番 組 Ｚ や 人 物 Ｂ は 、 ユ ー ザ Ａ
が 行 っ た 録 画 予 約 の ロ グ 内 や ユ ー ザ Ａ の 嗜 好 デ ー タ に は 含 ま れ て い な い が （ 従 っ て 、 オ ス
ス メ 番 組 と し て 推 薦 さ れ る こ と は な い が ） 、 お 笑 い 系 の 好 き な ユ ー ザ Ａ は 、 同 じ お 笑 い 系
に 属 す る 番 組 Ｚ や 人 物 Ｂ の こ と も 好 み で あ る と 考 え ら れ る 。 換 言 す れ ば 、 ユ ー ザ Ａ は 、 好
み で あ る は ず の 番 組 Ｚ や 人 物 Ｂ の こ と を 単 に 知 ら な い だ け と も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 そ こ で 、 番 組 Ｘ を 録 画 予 約 し た ユ ー ザ Ｂ が 録 画 予 約 し た 番 組 Ｚ 、 お よ び 、 番 組 Ｚ に 出 演
す る 人 物 Ｂ が 、 ユ ー ザ Ａ に 推 薦 さ れ る よ う に す る 。 こ の よ う に す れ ば 、 ユ ー ザ Ａ 側 と し て
は 、 そ の 時 点 ま で 認 識 し て い な か っ た 番 組 Ｚ や 人 物 Ｂ の こ と を 、 新 た に 認 識 す る こ と が で
き る 。 認 識 し て い な か っ た 新 た な 情 報 が 提 示 さ れ る と い う こ と は 、 ユ ー ザ 側 に と っ て 、 有
意 な 情 報 で あ り 、 サ ー バ ５ ２ か ら 提 供 さ れ る 情 報 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る と 考 え ら
れ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 こ の よ う な こ と は 、 従 来 で も 、 似 た よ う な こ と は 行 わ れ て い た 。 例 え ば 、 書 籍 を 販 売 し
て い る サ イ ト に お い て 、 購 入 者 Ａ が 書 籍 Ａ を 購 入 し た 場 合 、 同 じ く そ の 書 籍 Ａ を 購 入 し た
購 入 者 Ｂ が 購 入 し た 書 籍 Ｂ を 、 購 入 者 Ａ に 情 報 と し て 提 供 す る と い っ た こ と は 行 わ れ て い
た 。 こ の よ う な 場 合 、 購 入 者 Ａ の 嗜 好 に 関 し て は 考 慮 さ れ て お ら ず 、 単 に 、 購 入 者 Ａ よ り
前 の 時 点 で 書 籍 Ａ を 購 入 し た 購 入 者 Ｂ が 存 在 し 、 そ の 購 入 者 Ｂ が 購 入 し た の が 書 籍 Ｂ で あ
る の で 、 そ の 書 籍 Ｂ が オ ス ス メ さ れ る と い う 結 果 に な っ て い た 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 従 来 行 わ れ て い た オ ス ス メ （ フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 ） と 、 本 実 施 の 形 態 で 行 わ れ
る オ ス ス メ （ フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 ） を 比 較 し 、 そ の 違 い を 説 明 す る 。 図 ３ ９ は 、 従 来 行 わ
れ て い た フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ３ ９ に 示 し た よ う に 、
ユ ー ザ Ａ 乃 至 ユ ー ザ Ｚ が 、 視 聴 し た 番 組 （ コ ン テ ン ツ ） の 履 歴 が 管 理 さ れ て い る 状 況 を 考
え る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ Ａ に コ ン テ ン ツ を オ ス ス メ す る 場 合 、 ユ ー ザ Ｂ 乃 至 ユ ー ザ Ｚ か ら 構
成 さ れ る ユ ー ザ グ ル ー プ の 中 か ら 、 ユ ー ザ Ａ と 同 じ コ ン テ ン ツ を 沢 山 視 聴 し た 人 、 す な わ
ち 、 コ ン テ ン ツ の 利 用 の 相 関 度 が 高 い ユ ー ザ が 検 索 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 そ し て 、 相 関 度 が 高 い と し て 検 索 さ れ た ユ ー ザ が 利 用 し た コ ン テ ン ツ の 中 で 、 ユ ー ザ Ａ
が ま だ 利 用 し た こ と が な い コ ン テ ン ツ が 、 オ ス ス メ と し て ユ ー ザ Ａ に 提 示 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 こ の よ う に し て ユ ー ザ 側 に 情 報 を 提 示 す る 従 来 の 方 法 の 場 合 、 過 去 に 相 関 度 の 高 い 人 が
利 用 し た コ ン テ ン ツ （ 番 組 ） し か オ ス ス メ で き な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ １ ８ １ 】
　 図 ４ ０ は 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 行 わ れ る フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の
図 で あ る 。 図 ４ ０ に 示 し た よ う に 、 ユ ー ザ Ａ 乃 至 ユ ー ザ Ｚ が 、 利 用 し た コ ン テ ン ツ の 履 歴
が 管 理 さ れ て い る 状 況 を 考 え る が 、 履 歴 の 中 に は 、 各 コ ン テ ン ツ の メ タ 情 報 も 含 ま れ て い
る 。 さ ら に 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 コ ン テ ン ツ レ ポ ジ ト リ も 管 理 さ れ る 。 コ ン テ ン ツ レ
ポ ジ ト リ と は 、 こ こ で は 、 タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ２ で 管 理 さ れ て い る デ ー タ の こ と
で あ る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 例 え ば 、 ユ ー ザ Ａ に コ ン テ ン ツ を オ ス ス メ す る 場 合 、 ユ ー ザ Ｂ 乃 至 ユ ー ザ Ｚ か ら 構 成 さ
れ る ユ ー ザ グ ル ー プ の 中 か ら 、 ユ ー ザ Ａ と 同 じ メ タ 情 報 （ 例 え ば 、 出 演 者 や キ ー ワ ー ド な
ど を 情 報 と し て 含 ん で い る ） を 沢 山 利 用 し た 人 、 す な わ ち 、 メ タ 情 報 の 利 用 の 相 関 度 が 高
い ユ ー ザ （ す な わ ち 、 嗜 好 が 似 て い る と 判 断 さ れ る ユ ー ザ ） が 検 索 さ れ る 。 そ し て 、 相 関
度 が 高 い と し て 検 索 さ れ た ユ ー ザ が 利 用 し た メ タ 情 報 の 中 で 、 ユ ー ザ Ａ が 、 ま だ 利 用 し た
こ と が な い メ タ 情 報 、 ま た は 、 利 用 頻 度 が 低 い メ タ 情 報 が さ ら に 検 索 さ れ る （ 従 っ て 、 ユ
ー ザ Ａ 自 体 は 、 認 識 し て い な い 出 演 者 や キ ー ワ ー ド ） 。 そ し て 、 そ の 検 索 さ れ た メ タ 情 報
を 有 す る コ ン テ ン ツ （ 番 組 ） が 、 コ ン テ ン ツ レ ポ ジ ト リ か ら 読 み 出 さ れ 、 そ の コ ン テ ン ツ
が 、 オ ス ス メ と し て ユ ー ザ Ａ に 提 示 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 こ の よ う に し て ユ ー ザ 側 に 情 報 を 提 示 す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 再 利 用 さ れ る こ と の な
い コ ン テ ン ツ や 、 期 間 限 定 で 供 給 さ れ る コ ン テ ン ツ な ど の 推 薦 が 行 え る よ う に な る と 共 に
、 通 常 の コ ン テ ン ツ な ど の 推 薦 も 、 よ り 適 切 に 行 え る よ う に な る 。 さ ら に 例 え ば 、 コ ン テ
ン ツ の 推 薦 な ど に よ り 得 ら れ た キ ー ワ ー ド の 相 関 度 を 用 い て 、 他 の コ ン テ ン ツ の 推 薦 等 を
行 う こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 図 ４ １ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 に お け る フ ィ ル タ リ ン グ 処 理
に つ い て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に お い て 、 ユ ー ザ 間 の 相 関 度 の 計 算 が 行 わ れ る 。 こ の
ユ ー ザ 間 の 相 関 度 の 計 算 は 、 次 式 （ １ ） に 基 づ い て 行 わ れ る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ５ 】
　 式 （ １ ） に お い て 、 Ｘ ν は 、 Valueν に 対 す る ユ ー ザ Ｘ の 評 価 （ Score） を 示 し 、 Ｘ A は
、 ユ ー ザ Ｘ の 評 価 の 平 均 値 を 示 す 。 同 様 に 、 Ｙ ν は 、 Valueν に 対 す る ユ ー ザ Ｙ の 評 価 を
示 し 、 Ｙ A は 、 ユ ー ザ Ｙ の 評 価 の 平 均 値 を 示 す 。 式 （ １ ） に 基 づ く 計 算 を 行 う こ と に よ り
、 ユ ー ザ Ｘ と ユ ー ザ Ｙ の 相 関 度 （ T_UM_SIMILARITY） を 求 め る こ と が で き る 。 式 （ １ ） に
お け る 各 値 は 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ で 管 理 さ れ て い る 値 が 代 入 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 こ の よ う な 計 算 が 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に お い て 行 わ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ に お い て 、 予
測 ベ ク ト ル の 算 出 が 行 わ れ る 。 ユ ー ザ Ｘ の Valueν に 対 す る 予 測 ベ ク ト ル の 算 出 は 、 次 式
（ ２ ） に 基 づ い て 行 わ れ る 。
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【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ７ 】
　 式 （ ２ ） に お い て 、 Ｘ A は 、 ユ ー ザ Ｘ の 評 価 の 平 均 値 を 示 し 、 Ｎ は 、 Valueν に 対 す る ユ
ー ザ Ｘ と の 相 関 度 を 持 つ ユ ー ザ Ｎ の 評 価 を 示 し 、 Ｎ A は 、 ユ ー ザ Ｎ の 評 価 の 平 均 値 を 示 し
、 Ｓ ｉ ｍ X N は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に お い て 算 出 さ れ た 値 で あ り 、 ユ ー ザ Ｘ と ユ ー ザ Ｎ の 相 関
度 を 示 す 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 こ の よ う に し て 算 出 さ れ た 予 測 ベ ク ト ル は 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 記 憶 さ れ
る 。 図 ３ ０ に 示 し た T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ の と こ ろ で 説 明 し た よ う に 、 UMTypeID
の “ ３ ” は 、 こ の よ う な フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に よ り 算 出 さ れ た 予 測 ベ ク ト ル で あ る こ と を
示 し て い る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に お い て 算 出 さ れ た 相 関 度 を 管 理 す る デ ー タ ベ ー ス を 、 記 憶 部 ２ ０ ８ （
図 １ １ ） に 設 け る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 ス テ ッ プ S９ ２ に お い て 算 出 さ れ た 予 測 ベ ク
ト ル の 値 は 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 記 憶 さ れ る よ う に し た が 、 記 憶 さ れ な い 構
成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 相 関 度 や 予 測 ベ ク ト ル は 、 会 員 登 録 し て い る ユ ー ザ の 内 の １
人 が 、 録 画 予 約 や 視 聴 を し た 時 点 で 新 た な デ ー タ が 追 加 さ れ た （ 新 た に 計 算 の 対 象 と な る
デ ー タ が 追 加 さ れ た ） こ と に な り 、 そ の 結 果 、 基 本 的 に 算 出 し 直 さ な く て は な ら な く な る
。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 こ の よ う な こ と を 考 慮 す る と 、 必 要 が 生 じ た 時 点 で 算 出 し 、 常 に 、 最 新 の 予 測 ベ ク ト ル
の 値 を 用 い る こ と が で き る よ う に し て お い た 方 が 良 い と も 考 え ら れ た め 、 記 憶 さ せ な い よ
う に す る こ と も 可 能 で あ る 。 よ っ て 、 相 関 度 を 管 理 す る た め の デ ー タ ベ ー ス を 設 け な か っ
た 場 合 や 、 予 測 ベ ク ト ル の 値 を T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 記 憶 さ せ る よ う に し な か
っ た 場 合 、 必 要 に 応 じ て 、 例 え ば 、 ユ ー ザ に オ ス ス メ 画 面 を 提 供 す る 時 点 で 、 相 関 度 や 予
測 ベ ク ト ル を 算 出 す る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 ま た 、 相 関 度 や 予 測 ベ ク ト ル を 事 前 に 記 憶 さ せ る よ う に し た 場 合 で あ っ て も 、 そ の 記 憶
さ れ て い る デ ー タ を 、 全 て 再 度 算 出 し 直 す と い っ た よ う な こ と は せ ず 、 新 た に ロ グ が 生 成
さ れ た ユ ー ザ に 対 し て の み （ そ の ユ ー ザ の デ ー タ に 対 し て の み ） 、 相 関 度 や 予 測 ベ ク ト ル
を 算 出 す る と い っ た 処 理 を 行 う よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に す れ ば 、 相 関 度 や 予 測 ベ ク
ト ル を 算 出 す る た め に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 ま た 、 サ ー バ ５ ２ へ の 負 担 を
軽 く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 図 ４ １ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 の よ う に 、 予 測 ベ ク ト ル を 算 出 す る よ う に し て も
良 い が 、 例 え ば 、 １ 万 人 の 会 員 が 存 在 す る と 、 約 １ 万 × １ 万 の 計 算 が 最 低 限 必 要 と な る 。
会 員 数 が 増 せ ば 、 そ れ だ け 、 計 算 回 数 が 増 加 し 、 シ ス テ ム に か か る 負 担 が 増 大 す る 。 そ こ
で 、 シ ス テ ム に か か る 負 担 を 軽 減 す る と と も に 、 軽 減 し て も 適 切 な フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 が
行 え る よ う に す る （ 図 ４ １ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 実 行 し た と き と ほ ぼ 同 様 の 効
果 が 得 ら れ る よ う に す る ） た め の 、 他 の フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に つ い て 、 図 ４ ２ の フ ロ ー チ
ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 図 ４ ２ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て ユ ー ザ 間 の 相 関
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度 が 計 算 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 ユ ー ザ グ ル ー プ の 生 成 の 処 理 が 行 わ れ 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 予 測 ベ ク ト ル の 算 出 が 行 わ れ る 。 図 ４ １ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト
の 処 理 と 比 較 す る と 、 図 ４ ２ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お
け る ユ ー ザ グ ル ー プ の 生 成 処 理 と い う 処 理 が 追 加 さ れ た 構 成 と さ れ て い る 。 こ の ユ ー ザ グ
ル ー プ の 生 成 処 理 に つ い て 、 図 ４ ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ １ に お け る 相 関 度 の 計 算 に 関 わ る 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ （ 図 ４ １ ） に お け る 相
関 度 の 計 算 に 関 わ る 処 理 と 基 本 的 に 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に お い て 、 全 ユ ー ザ が 各 グ ル ー プ に 属 し て い る と し て グ ル ー プ を ユ ー
ザ の 人 数 分 だ け 生 成 す る 。 す な わ ち 、 構 成 人 数 が １ 人 の グ ル ー プ が 、 ユ ー ザ 数 分 だ け 生 成
さ れ る 。 例 え ば 、 １ 万 人 の ユ ー ザ が 存 在 し て い る と 、 構 成 人 数 が １ 人 の グ ル ー プ が １ 万 グ
ル ー プ 作 成 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に お い て 、 相 関 度 デ ー タ ベ ー ス （ 不 図 示 ） が 参 照 さ れ 、 相 関 度 の 高 い
順 に ソ ー ト 処 理 が 実 行 さ れ る 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に お け る 処 理 に お い て は 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ １ （ 図 ４ ２ ） に お い て 算 出 さ れ た 相 関 度 が 用 い ら れ る 。 相 関 度 デ ー タ ベ ー ス が 、 設
け ら れ る 構 成 と さ れ て い る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 算 出 さ れ た 相 関 度 が 、 相 関 度
デ ー タ ベ ー ス に 記 憶 さ れ 、 そ の 記 憶 さ れ た 相 関 度 が 用 い ら れ て ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ の 処 理 が
実 行 さ れ る 。 一 方 、 相 関 度 デ ー タ ベ ー ス が 設 け ら れ な い 構 成 と さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １
０ １ に お い て 相 関 度 が 算 出 さ れ る 毎 に 、 ソ ー ト 処 理 が 繰 り 返 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お
け る 相 関 度 の 処 理 が 終 了 し た 時 点 で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に お け る ソ ー ト の 処 理 も 終 了 さ れ
る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に お け る 処 理 と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に お け る 処 理 は 、 時 間 的 に 前 後 関
係 を 有 し な く て は な ら な い 処 理 で は な い た め 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に お け る 処 理 が 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ １ １ に お け る 処 理 よ り 前 の 時 点 で 行 わ れ て も 良 い し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ の 処 理 と ス
テ ッ プ Ｓ １ １ ２ の 処 理 が 、 並 列 的 に 処 理 が 行 わ れ て も 良 い 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ ま で の 処 理 が 終 了 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ に 処 理 が 進 め ら れ る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ に お い て 、 相 関 度 の 高 い 順 に 、 計 算 対 象 と さ れ て い る ２ 人 の ユ ー ザ が 属
す る グ ル ー プ が ま と め て １ つ の グ ル ー プ と し て 設 定 さ れ る 。 こ の 処 理 に よ り 、 相 関 度 が ほ
ぼ 同 じ ユ ー ザ 同 士 が 、 １ つ の グ ル ー プ と し て 設 定 さ れ る こ と に な る 。 例 え ば 、 １ 万 の ユ ー
ザ 存 在 し 、 １ 万 の グ ル ー プ が 設 定 さ れ て い る と き に は 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ に お け る 処
理 で 、 半 分 の ５ 千 グ ル ー プ に 設 定 し 直 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に お い て 、 設 定 し 直 さ れ た グ ル ー プ 数 は 、 最 終 的 に 求 め た い グ ル ー プ
数 以 下 に な っ た か 否 か が 判 断 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に お い て 、 最 終 的 に 求 め た い グ ル
ー プ 数 以 下 に な っ た と 判 断 さ れ る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ と ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ の 処 理 が 繰
り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 例 え ば 、 最 終 的 に 求 め た い グ ル ー プ が ２ 千 グ ル ー プ 以 下 で あ る 場 合 、 １ 万 グ ル ー プ が 存
在 し て い る と き を 考 え る 。 ま ず 、 １ 回 目 の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ に お け る 処 理 で ５ ０ ０ ０ グ ル
ー プ （ １ グ ル ー プ は 、 ２ 名 で 構 成 さ れ る ） と さ れ 、 ２ 回 目 の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ の 処 理 で ２
５ ０ ０ グ ル ー プ （ １ グ ル ー プ は 、 ４ 名 で 構 成 さ れ る ） と さ れ 、 ３ 回 目 の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３
の 処 理 で １ ２ ５ ０ グ ル ー プ （ １ グ ル ー プ は 、 ８ 名 で 構 成 さ れ る ） と さ れ る 。 こ の 時 点 で 、
２ ０ ０ ０ グ ル ー プ 以 下 と な る の で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ の 処 理 で 、 最 終 的 に 求 め た い グ ル ー
プ 数 に 達 し た と 判 断 さ れ 、 ユ ー ザ グ ル ー プ の 生 成 処 理 は 終 了 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ と ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に お け る 処 理 は 、 所 定 の グ ル ー プ 数 以 下 に ユ ー ザ
グ ル ー プ を 設 定 す る た め に 行 わ れ る 処 理 で あ り 、 上 述 し た よ う な 、 存 在 す る グ ル ー プ 数 を
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半 分 の グ ル ー プ 数 に す る と い う 処 理 を 繰 り 返 す 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、
全 ユ ー ザ 数 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に お い て 作 成 さ れ た 全 グ ル ー プ 数 ） を 、 目 標 と し て い る グ
ル ー プ 数 で 除 算 し 、 そ の 結 果 得 ら れ た 数 値 を 、 １ グ ル ー プ の 人 数 と し て 設 定 し 、 相 関 度 の
高 い 順 に 、 そ の 設 定 さ れ た 人 数 毎 に 、 グ ル ー プ を 設 定 し 直 す よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 例 え ば 、 １ 万 の グ ル ー プ が 存 在 し 、 ２ 千 の グ ル ー プ 数 以 下 に し た い 場 合 、 ま ず 、 １ 万 を
２ 千 で 除 算 し 、 ５ と い う 結 果 を 得 る 。 よ っ て 、 １ グ ル ー プ を ５ 人 と 設 定 し 、 ５ 人 で 構 成 さ
れ る グ ル ー プ を 、 相 関 度 の 高 い 順 に 作 成 す れ ば 、 ２ 千 グ ル ー プ が 生 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 ユ ー ザ グ ル ー プ を ど の よ う な 方 法 を 用 い て 生 成 し て も 良 い が 、 相 関 度 の 近 い ユ ー ザ 同 士
が 、 １ つ の グ ル ー プ と さ れ 、 グ ル ー プ 数 の 総 数 が 、 所 定 の 数 以 下 に な れ ば 良 い 。 こ の グ ル
ー プ の 最 終 的 な 数 は 、 シ ス テ ム へ の 負 荷 な ど を 考 慮 し て 設 定 さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 こ の よ う に し て 生 成 さ れ た グ ル ー プ 毎 に 、 予 測 ベ ク ト ル が 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て
算 出 さ れ る 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お け る 処 理 は 、 基 本 的 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ （ 図 ４ １
） の 処 理 と 同 様 で あ る が 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ に お い て は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ Ｘ と ユ ー ザ Ｙ と い
う よ う に 、 所 定 の ユ ー ザ と 他 の ユ ー ザ と の 間 の 予 測 ベ ク ト ル が 求 め ら れ る 処 理 で あ っ た 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て は 、 例 え ば 、 グ ル ー プ Ｘ と グ ル ー プ Ｙ と い う よ
う に 、 所 定 の グ ル ー プ と 他 の グ ル ー プ と の 間 の 予 測 ベ ク ト ル が 求 め ら れ る 。 こ の よ う に し
た 場 合 、 例 え ば 、 ユ ー ザ Ｘ の 予 測 ベ ク ト ル は 、 そ の ユ ー ザ Ｘ が 属 す る グ ル ー プ Ｘ と グ ル ー
プ Ｙ の 予 測 ベ ク ト ル と さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 ま た は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て は 、 例 え ば 、 グ ル ー プ Ｘ に 属 す る ユ ー ザ Ｘ と 、 そ の
ユ ー ザ Ｘ が 属 し て い な い 他 の グ ル ー プ Ｙ と い う よ う に 、 所 定 の ユ ー ザ と 所 定 の グ ル ー プ と
の 間 の 予 測 ベ ク ト ル が 求 め ら れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 い ず れ の 方 法 に よ っ て も 、 グ ル ー プ と い う 概 念 を 用 い て 予 測 ベ ク ト ル を 算 出 す る 方 が 、
ユ ー ザ 同 士 で 予 測 ベ ク ト ル を 求 め る 方 法 よ り も 、 そ の 算 出 に か か る 処 理 を 軽 く す る こ と が
で き る た め 、 算 出 に か か る 時 間 を 短 縮 し 、 シ ス テ ム に か か る 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 図 ４ ４ は 、 他 の フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図
４ ４ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 も 、 グ ル ー プ 化 を 前 提 と し て い る が 、 相 関 度 を 用 い な
い 点 が 、 図 ４ ２ に 示 し た フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 と 異 な る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に お い て 、 ユ ー
ザ グ ル ー プ の 生 成 が 行 わ れ る 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に お け る ユ ー ザ グ ル ー プ の 生 成 の 処
理 は 、 例 え ば 、 ロ グ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ３ （ 図 １ １ ） が 参 照 さ れ て 行 わ れ る 。 ロ グ デ ー タ ベ
ー ス が 参 照 さ れ 、 近 々 に 同 じ 情 報 を 利 用 し た ユ ー ザ 同 士 が グ ル ー プ 化 さ れ る 。 こ の よ う に
す れ ば 、 こ の フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 が 実 行 さ れ て い る 時 点 で 、 同 じ よ う な 興 味 を 持 っ て い る
ユ ー ザ 同 士 を グ ル ー プ 化 で き る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 こ の 際 、 １ グ ル ー プ に 属 す る 人 数 な ど は 、 予 め 設 定 さ れ て い る 、 ま た は 、 上 述 し た よ う
な 方 法 （ 例 え ば 、 全 ユ ー ザ 数 を 、 目 標 と す る グ ル ー プ 数 で 除 算 す る ） に よ り 設 定 さ れ る 。
そ の 設 定 さ れ て い る 人 数 で １ グ ル ー プ が 構 成 さ れ る よ う に 、 グ ル ー プ 化 の 処 理 が 実 行 さ れ
る 。 な お 、 こ の グ ル ー プ 化 の 処 理 は 、 管 理 者 が 手 作 業 に よ り 行 う こ と も 当 然 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 こ の よ う な グ ル ー プ 化 （ ユ ー ザ グ ル ー プ の 生 成 ） が 終 了 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ に
お い て 予 測 ベ ク ト ル が 算 出 さ れ る 。 こ の 予 測 ベ ク ト ル の 算 出 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ （ 図 ４
２ ） に お け る 処 理 と 、 基 本 的 に 同 様 に 行 わ れ る の で 、 こ こ で は 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 こ
の 場 合 、 グ ル ー プ に 属 す る ユ ー ザ の 各 Valueに 対 す る 平 均 値 が 、 そ の グ ル ー プ に 属 す る 全
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ユ ー ザ に 対 す る 予 測 ベ ク ト ル と し て 設 定 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 グ ル ー プ 化 や 、 予 測 ベ ク ト ル の 算 出 を 、 必 要 が あ る 時 に 、 そ の 時 点 で 行 う の で は な く 、
事 前 に 実 行 し 、 記 憶 さ せ る よ う に し た 場 合 、 そ の 記 憶 さ れ て い る デ ー タ を 再 度 算 出 し 直 す
と い っ た よ う な こ と は せ ず 、 新 た に ロ グ が 生 成 さ れ た ユ ー ザ に 対 し て の み （ そ の ユ ー ザ の
デ ー タ に 対 し て の み ） 、 処 理 を 実 行 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に す れ ば 、 予 測 ベ ク
ト ル を 算 出 す る た め に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 ま た 、 サ ー バ ５ ２ へ の 負 担 を
軽 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 図 ４ １ 乃 至 図 ４ ４ に 示 し た 各 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 の う ち 、 い ず れ の 処 理 に 基 づ い て 予
測 ベ ク ト ル が 求 め ら れ て も 良 い 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 な お 、 上 述 し た フ ィ ル タ リ ン グ の 処 理 に お い て 、 計 算 に 利 用 す る 相 関 度 （ Ｓ ｉ ｍ X N ） に
関 し て 、 所 定 の 値 以 上 の 相 関 度 を 持 つ ユ ー ザ の み 計 算 に 用 い る （ 閾 値 を 設 定 し 、 そ の 閾 値
以 上 の 相 関 度 を 有 す る ユ ー ザ の み を 計 算 対 象 の ユ ー ザ に 設 定 す る ） よ う に し て も 良 い 。 こ
の よ う に す れ ば 、 予 測 ベ ク ト ル の 算 出 に か か る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き 、 ま た 、 算 出 の
た め に か か る 負 荷 を 軽 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 ま た 、 予 測 ベ ク ト ル が 所 定 の ユ ー ザ に 適 用 さ れ る 際 、 そ の ユ ー ザ が 有 し て い な い 全 て の
Valueに 関 す る 要 素 を 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ に 登 録 す る の で は な く 、 上 位 の 所
定 数 の み を 登 録 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に 、 登 録 さ れ る 要 素 に 制 限 を 加 え る こ と
に よ り 、 デ ー タ ベ ー ス の リ ソ ー ス の 節 約 、 計 算 速 度 の 向 上 を は か る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 仮 に 、 予 測 ベ ク ト ル の 情 報 の み を 用 い て 、 ユ ー ザ に オ ス ス メ の 番 組 を 推 薦 す る よ う な 場
合 、 ユ ー ザ が 既 に 有 し て い る Valueに 関 し て も 予 測 ベ ク ト ル を 求 め 、 オ ス ス メ 番 組 の 検 索
な ど に 用 い る こ と が で き る 。 ユ ー ザ の 現 在 の プ ロ フ ァ イ ル （ 学 習 や 登 録 に よ り 求 め ら れ た
プ ロ フ ァ イ ル ） が 、 “ 本 来 な ら 、 こ の よ う に な る の で は な い か ” 、 “ 将 来 的 に は 、 こ う い
う 風 に な る は ず ” と い っ た よ う な 観 点 か ら の オ ス ス メ が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ユ ー ザ 側 に 推 薦 す る 番 組 を 検 索 す る 際 の 情 報 （
T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ の デ ー タ （ 要 素 ） ） は 、 登 録 、 学 習 、 フ ィ ル タ リ ン グ と い
っ た 、 そ れ ぞ れ の 処 理 が 総 合 的 に 実 行 さ れ る こ と に よ り 作 成 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 次 に 、 作 成 さ れ た こ れ ら の デ ー タ ベ ー ス を 用 い て 、 推 薦 す る 番 組 の 検 索 （ オ ス ス メ 画 面
の 作 成 ） に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し 、 所 定 の ユ ー ザ に 対 し て 推
薦 す る 番 組 を 検 索 し 、 そ の 検 索 さ れ た 番 組 の 情 報 を 取 得 す る ま で の 処 理 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ １ に お い て 、 ユ ー ザ が ロ グ イ ン し て く る た め 、 そ の ロ グ イ ン に 対 応 す る
た め の 処 理 が 実 行 さ れ る 。 こ の ロ グ イ ン に 関 わ る 処 理 は 、 ユ ー ザ 管 理 機 能 ２ ３ ２ （ 図 １ ０
） に お い て 行 わ れ る 。 ユ ー ザ は 、 ユ ー ザ 端 末 ５ ３ （ 図 ３ ） を 用 い て 、 自 己 の ユ ー ザ IDと パ
ス ワ ー ド を サ ー バ ５ ２ に 対 し て 送 信 す る 。 そ の 送 信 さ れ た ユ ー ザ IDと パ ス ワ ー ド は 、 サ ー
バ ５ ２ の 情 報 通 信 機 能 ２ ３ ６ （ 図 １ ０ ） の 制 御 に よ り 受 信 さ れ 、 ユ ー ザ 管 理 機 能 ２ ３ ２ に
供 給 さ れ る 。 ユ ー ザ 管 理 機 能 ２ ３ ２ は 、 供 給 さ れ た ユ ー ザ の ユ ー ザ IDと パ ス ワ ー ド の 組 が
、 ユ ー ザ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ４ に 記 憶 さ れ て い る か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 供 給 さ れ た ユ ー ザ IDと パ ス ワ ー ド の 組 が 、 ユ ー ザ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ４ に 記 憶 さ れ て い る
と 判 断 さ れ た 場 合 、 ロ グ イ ン の 処 理 は 正 常 に 行 わ れ る こ と に な り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ２ に 処
理 が 進 め ら れ る が 、 ロ グ イ ン の 処 理 が 正 常 に 行 わ れ な か っ た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ２ に
処 理 が 進 め ら れ る こ と な く 、 エ ラ ー 処 理 、 例 え ば 、 ロ グ イ ン を 要 求 し て き た ユ ー ザ に 対 し
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て 、 ロ グ イ ン が 正 常 に 行 わ れ な か っ た こ と を 示 す メ ッ セ ー ジ を 送 付 す る な ど の 処 理 が 実 行
さ れ 、 図 ４ ５ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 は 終 了 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ２ に お い て 、 対 象 ユ ー ザ モ デ ル が 取 得 さ れ る 。 対 象 ユ ー ザ モ デ ル の 取 得
と は 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ か ら 、 ロ グ イ ン し て き た ユ ー ザ に 関 わ る 情 報 が 読 み
出 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ １ に お け る ロ グ イ ン の 処 理 で 、 ロ グ イ ン し て き
た ユ ー ザ が 判 別 さ れ て い る た め 、 MemberIDを 取 得 す る こ と が で き る 状 態 と さ れ て い る 。 そ
こ で 、 ロ グ イ ン し て き た ユ ー ザ の MemberIDを 、 ユ ー ザ デ ー タ ベ ー ス ２ ５ ４ か ら 読 み 出 し 、
そ の MemberIDに 対 応 す る デ ー タ が 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ か ら 読 み 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ２ 以 降 の 処 理 は 、 情 報 選 別 機 能 ２ ３ ３ に よ り 行 わ れ る 。 ロ グ イ ン の
処 理 を 実 行 す る の は 、 上 述 し た よ う に ユ ー ザ 管 理 機 能 ２ ３ ２ で あ る が 、 ユ ー ザ 管 理 機 能 ２
３ ２ は 、 ロ グ イ ン の 処 理 を 実 行 し た 結 果 、 取 得 し た MemberIDを 、 情 報 選 別 機 能 ２ ３ ３ に 供
給 す る 。 情 報 選 別 機 能 ２ ３ ３ は 、 供 給 さ れ た MemberIDを 用 い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ２ に お け
る 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 情 報 選 別 機 能 ２ ３ ３ は 、 ス テ ッ プ S１ ６ ２ の 処 理 を 実 行 す る と 共 に 、 並 列 的 に 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ６ ３ の 処 理 も 実 行 す る 。 ス テ ッ プ S１ ６ ３ に お い て 、 ユ ー ザ 情 報 か ら 、 対 象 情 報 を
絞 る 必 要 が あ る か 否 か が 判 断 さ れ る 。 “ ユ ー ザ 情 報 ” と は 、 こ こ で は 、 ユ ー ザ が 住 ん で い
る 地 域 、 ユ ー ザ が 有 す る 視 聴 権 限 、 ユ ー ザ の 年 齢 や 性 別 な ど で あ る 。 ま た 、 “ 対 象 情 報 を
絞 る 必 要 が あ る か 否 か ” と は 、 例 え ば 、 一 部 地 域 で は 放 送 さ れ な い よ う な 番 組 が 存 在 す る
よ う な 場 合 、 ロ グ イ ン し て き た （ 処 理 対 象 と さ れ て い る ユ ー ザ ） が 、 そ の 地 域 に 住 ん で い
る か 否 か が 判 断 さ れ 、 住 ん で い る 地 域 に 放 送 さ れ る 番 組 の み が 提 供 さ れ る よ う に 、 情 報 を
選 択 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 視 聴 権 限 に よ り 対 象 情 報 を 絞 る 必 要 が あ る 場 合 、 例 え ば 、 有 料 放 送 を 視 聴 す る 権 限 が あ
る か 否 か 、 そ の よ う な 権 限 が あ る と 判 断 さ れ た と き で あ っ て も 、 ど の よ う な 範 囲 で 権 限 を
有 し て い る の か 等 が 判 断 さ れ 、 対 象 情 報 の 絞 り 込 み が 行 わ れ る 。 ま た 、 年 齢 に よ り 対 象 情
報 を 絞 る 必 要 が あ る 場 合 、 例 え ば 、 成 人 向 け の 番 組 が 、 成 人 で な い ユ ー ザ に 対 し て は オ ス
ス メ さ れ る よ う な こ と が な い よ う に 、 成 人 で な い ユ ー ザ が ロ グ イ ン し て き た と き に は 、 対
象 情 報 の 絞 り 込 み が 行 わ れ る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 性 別 に よ り 対 象 情 報 を 絞 る 必 要 が あ る 場 合 、 例 え ば 、 男 性 向 け の 番 組 を 女 性 に 対 し て オ
ス ス メ さ れ る こ と が な い よ う に し た 方 が 好 ま し い と き に は 、 対 象 情 報 の 絞 り 込 み が 行 わ れ
る 。 し か し な が ら 、 性 別 に よ り 対 象 情 報 を 絞 る 必 要 性 は 、 他 の ユ ー ザ 情 報 に よ り 対 象 情 報
を 絞 る 必 要 性 よ り 低 く 、 必 ず し も 設 け な く て は な ら な い 対 象 で は な い 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ３ に お い て 、 ユ ー ザ 情 報 か ら 対 象 情 報 を 絞 る 必 要 が あ る と 判 断 さ れ た 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ４ に 処 理 が 進 め ら れ 、 対 象 情 報 を 絞 る 必 要 が な い と 判 断 さ れ た 場 合 、
ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ４ の 処 理 は ス キ ッ プ さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ５ に 処 理 は 進 め ら れ る 。 ス テ ッ
プ Ｓ １ ６ ４ に お い て 、 情 報 デ ー タ の 選 別 が 行 わ れ る 。 こ の 情 報 デ ー タ の 選 別 は 、 ロ グ イ ン
し て き た ユ ー ザ に オ ス ス メ 番 組 と し て 推 薦 で き な い よ う な 番 組 を 排 除 す る た め に 行 わ れ る
。 排 除 さ れ て 残 っ た 番 組 が 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ５ に お け る 処 理 の 対 象 と さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ４ の 処 理 が ス キ ッ プ さ れ て ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ５ に 処 理 が 進 め ら れ た
場 合 は 、 情 報 デ ー タ を 選 別 す る 必 要 が な い の で 、 全 て の 番 組 が 処 理 対 象 と さ れ る 。 ス テ ッ
プ Ｓ １ ６ ５ に お い て 、 処 理 対 象 と さ れ て い る 番 組 の 情 報 メ タ デ ー タ が 取 得 さ れ る 。 こ の 情
報 メ タ デ ー タ は 、 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ６ （ 図 ２ ９ ） で 管 理 さ れ て い る デ ー タ の
こ と で あ る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ５ に お い て 、 処 理 対 処 と さ れ た 番 組 の 情 報 メ タ デ ー タ が 取 得 さ れ る と 、
ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ６ に お い て 、 推 薦 対 象 情 報 の 得 点 計 算 お よ び 選 別 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。 こ
の 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ２ で 取 得 さ れ た 対 象 ユ ー ザ モ デ ル （ T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３
１ ７ ） の Scoreと 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ５ に お い て 取 得 さ れ た 情 報 メ タ デ ー タ （ T_PRG_VALUEデ
ー タ ベ ー ス ３ １ ６ ） の Scoreが 用 い ら れ て 行 わ れ る 。 例 え ば 、 ベ ク ト ル 演 算 な ど の 得 点 計
算 方 法 に よ り 値 が 算 出 さ れ 、 そ の 値 を 元 に 、 番 組 の ラ ン キ ン グ が 付 け ら れ る 。 こ の 処 理 に
よ り 演 算 さ れ た 得 点 は 、 例 え ば 、 図 ８ に 示 し た オ ス ス メ 画 面 内 の オ ス ス メ 度 表 示 部 １ ５ ６
に 表 示 さ れ る 得 点 と さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 各 番 組 の 得 点 が 演 算 さ れ 、 そ の 得 点 の 高 い 順 に ラ ン キ ン グ 付 け が 行 わ
れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ７ に 処 理 が 進 め ら れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ７ に お い て 、 推 薦 対 象 と
さ れ た 番 組 の 情 報 の 取 得 が 行 わ れ る 。 推 薦 対 象 と さ れ た 番 組 と は 、 ラ ン キ ン グ の 上 位 に 位
置 す る 、 所 定 数 の 番 組 （ 例 え ば 、 １ ０ 番 組 ） で あ る 。 そ の 所 定 数 の 番 組 の 情 報 が 取 得 さ れ
る わ け だ が 、 こ の 取 得 は 、 情 報 選 別 機 能 ２ ３ ３ に よ り 行 わ れ る 。 情 報 選 別 機 能 ２ ３ ３ は 、
ラ ン キ ン グ の 上 位 に 位 置 す る 番 組 の 識 別 子 （ ProgramID） を 取 得 す る 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 そ の ProgramIDを 元 に 、 出 演 者 （ PersonID） や キ ー ワ ー ド （ KeywordID） と い っ た 番 組 に
関 す る 情 報 を 取 得 す る 。 こ の よ う に し て 、 複 数 の 番 組 の 情 報 が 順 次 取 得 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 ユ ー ザ に オ ス ス メ と し て 推 薦 さ れ る 複 数 の 番 組 の 情 報 が 取 得 さ れ た 後 の 処 理 に つ い て 、
図 ４ ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ １ に お い て 、 推 薦 情 報 の 取
得 が 行 わ れ る 。 こ の 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ７ （ 図 ４ ５ ） の こ と で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ８
２ に お い て 、 推 薦 情 報 の 推 薦 度 を 算 出 す る 際 に 、 算 出 対 象 と さ れ た Value（ ValueIDに よ り
識 別 さ れ る 要 素 ） に 関 し て 、 各 Value毎 の ス コ ア で ソ ー ト 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ に お い て 、 ソ ー ト さ れ た 上 位 の Valueに 対 し て 、 そ の Valueに 関 連 付 け
ら れ て い る AttributeIDと ValueIDの 組 を 用 い て 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ （ 図 ２ １ ）
か ら 、 オ ス ス メ 理 由 が 取 得 さ れ る 。 例 え ば 、 ソ ー ト さ れ た 結 果 、 上 位 の Valueと さ れ た Att
ributeIDが “ ０ ０ １ ” 、 ValueIDが “ １ ０ ０ ０ ” で あ っ た 場 合 、 “ ス ポ ー ツ ” と い う オ ス
ス メ 理 由 が 取 得 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ４ に お い て 、 ReasonTypeの 表 示 上 限 個 数 と 、 ReasonType毎 に 指 定 さ れ た
条 件 を 満 た し て い る か 否 か が 判 断 さ れ る 。 こ こ で 、 ReasonTypeに 関 わ る 事 項 に つ い て 説 明
す る 。 ReasonTypeと は 、 図 ８ に 示 し た オ ス ス メ 画 面 の う ち 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ に 表 示 さ れ
る 理 由 （ Reason） の 個 数 な ど を 制 限 す る た め に 設 定 さ れ て い る も の で あ る 。 図 ４ ７ に Reas
onTypeを 設 定 す る た め の デ ー タ を 示 し 、 図 ４ ８ に 各 ReasonType毎 の 表 示 個 数 を 設 定 す る た
め の デ ー タ を 示 す 。 図 ４ ７ や 図 ４ ８ に 示 し た 表 示 個 数 を 制 御 す る た め の デ ー タ に 基 づ く 処
理 は 、 例 え ば 、 情 報 選 別 機 能 ２ ３ ３ の １ 機 能 と し て 組 み 込 ま れ 、 実 行 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 図 ４ ７ に 示 し た デ ー タ の う ち 、 １ 行 目 は 、 ReasonTypeを 指 定 す る デ ー タ で あ る こ と を 宣
言 す る た め 、 そ し て 、 ２ 行 目 以 降 の デ ー タ 形 式 を 規 定 す る た め の デ ー タ で あ る 。 ２ 行 目 以
降 の デ ー タ に お い て 、 “ Normal” は 、 UMTypeを 示 し 、 図 ３ ０ に 示 し た T_UM_VALUEデ ー タ ベ
ー ス ３ １ ７ の 説 明 に お い て は 、 UMTypeID＝ “ ２ ” と 記 載 し た 事 項 と 同 じ 意 味 合 い を 有 す る
。 す な わ ち 、 “ Normal” は 、 学 習 に よ り 登 録 さ れ た 要 素 で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 “ Prior” は 、 図 ３ ０ に 示 し た T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ の 説 明 に お い て は 、 UMTyp
eID＝ “ １ ” と 記 載 し た 事 項 と 同 じ 意 味 合 い を 有 す る 。 す な わ ち 、 “ Prior” は 、 ユ ー ザ 自
身 が 登 録 し た 要 素 で あ る こ と を 示 す 。 さ ら に 、 “ Expected” は 、 図 ３ ０ に 示 し た T_UM_VAL
UEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ の 説 明 に お い て は 、 UMTypeID＝ “ ３ ” と 記 載 し た 事 項 と 同 じ 意 味 合
い を 有 す る 。 す な わ ち 、 “ Expected” は 、 フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に よ り 登 録 さ れ た 要 素 を 意
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味 す る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 ２ 行 目 以 降 は 、 同 一 の 形 態 で デ ー タ が 記 載 さ れ て い る の で 、 ２ 行 目 を 例 に 挙 げ て そ の デ
ー タ に つ い て 説 明 す る 。 ２ 行 目 に は 、 “ ReasonType． Normal． Category＝ ４ ” と の 記 載 が
あ る 。 ま ず 、 “ ReasonType” は 、 そ の 行 の デ ー タ が ReasonTypeを 設 定 す る も の で あ る こ と
を 宣 言 し て い る 。 次 の “ Normal” は 、 UMTypeを 示 し て い る 。 そ し て 、 “ Category＝ ４ ” は
、 “ Category” は 、 “ ４ ” と い う ReasonTypeに 属 す る こ と を 示 し て い る 。 ま と め る と 、 ２
行 目 の 記 載 が 意 味 す る も の は 、 こ の 場 合 、 学 習 に よ り 登 録 さ れ 、 Attributeと し て “ Categ
ory” に 属 す る も の は 、 ReasonTypeが “ ４ ” と 設 定 さ れ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 図 ４ ８ は 、 こ の よ う な ReasonType毎 の ReasonType表 示 個 数 を 設 定 す る た め の デ ー タ で あ
る 。 ２ 行 目 の “ ＃ ［ ０ ］ 登 録 キ ー ワ ー ド 、 人 物 （ 合 計 ５ 件 以 内 ） ” と い う 記 載 を 例 に 挙 げ
て 、 図 ４ ８ に 示 し た デ ー タ に つ い て 説 明 す る 。 “ ＃ ［ ０ ］ ” は 、 ReasonTypeが “ ０ ” の 内
容 を 示 す デ ー タ が 、 ２ 行 目 に は 記 載 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 “ ＃ ［ ０ ］ ” に 続 く “
登 録 キ ー ワ ー ド 、 人 物 （ 合 計 ５ 件 以 内 ） ” と い う 記 載 は 、 “ 登 録 キ ー ワ ー ド 、 人 物 ” と い
う 項 目 が 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ に 表 示 さ れ る 場 合 、 こ の 項 目 に 対 応 す る キ ー ワ ー ド や 人 物 は
、 合 わ せ て ５ 件 以 内 し か 表 示 し て は い け な い と い う 規 定 で あ る 。 換 言 す れ ば 、 こ の 場 合 、
Attributeが “ Keyword” や “ Person” で あ る Reason（ 図 ２ １ ） は 、 合 計 ５ 件 ま で し か 、 こ
の 項 目 の 欄 に は 表 示 さ せ て は い け な い と い う 制 限 が 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 図 ４ ７ と 図 ４ ８ に 示 し た デ ー タ に よ り 、 図 ８ に 示 し た オ ス ス メ 画 面 内 の 理 由 表 示 部 １ ５
５ の 表 示 に 制 御 が 加 え ら れ る こ と に な る 。 こ こ で 、 オ ス ス メ 画 面 の 理 由 表 示 部 １ ５ ５ の 表
示 と あ わ せ て 、 図 ４ ７ と 図 ４ ８ に 示 し た デ ー タ に つ い て の 説 明 を さ ら に 加 え る 。 ま ず 、 ス
テ ッ プ S１ ８ ３ に お け る 処 理 に お い て 、 AttributeIDと し て “ ０ ０ １ ” 、 ValueIDと し て “
１ ０ ０ ０ ” が 取 得 さ れ た と す る 。 AttributeID“ ０ ０ １ ” 、 ValueID“ １ ０ ０ ０ ” の 組 を M_
REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ （ 図 ２ １ ） を 参 照 す る と 、 “ ス ポ ー ツ ” と い う 言 葉 が 関 連 付 け
ら れ て い る た め 、 オ ス ス メ 理 由 （ Reason） と し て 、 “ ス ポ ー ツ ” と い う 言 葉 が ユ ー ザ 側 に
提 示 さ れ る と し て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 AttributeID“ ０ ０ １ ” 、 ValueID“ １ ０ ０ ０ ” の 組 を 、 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー
ス ３ １ ７ （ 図 ３ ０ ） を 参 照 し て 検 出 す る と 、 UMTypeIDが “ １ ” で あ る こ と が 分 か る 。 UMTy
peID“ １ ” は 、 UMTypeと し て は “ Prior” で あ る 。 ま た 、 AttributeID“ ０ ０ １ ” は 、 M_CA
TEGORYデ ー タ ベ ー ス ２ ７ １ （ 図 １ ２ ） に 割 り 振 ら れ た IDで あ る た め 、 Attributeと し て は
“ Category” で あ る こ と が 分 か る 。 こ こ ま で の 処 理 で 、 オ ス ス メ 理 由 と し て 表 示 さ せ よ う
と し て い る “ ス ポ ー ツ ” と い う 言 葉 は 、 “ Prior” で あ り 、 “ Category” で あ る こ と が 分
か る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 図 ４ ７ を 参 照 す る に 、 “ Prior” 、 “ Category” の 組 み 合 わ せ は 、 １ ２ 行 目 に 存 在 す る
。 １ ２ 行 目 の 記 載 よ り 、 ReasonTypeが “ １ ” で あ る こ と が 分 か る 。 そ こ で 、 図 ４ ８ の デ ー
タ を 参 照 す る に 、 ReasonType＝ １ に つ い て は 、 ４ ， ５ 行 目 に 記 載 が あ る 。 ４ 行 目 の 記 載 よ
り 、 “ 登 録 ジ ャ ン ル ” と い う 項 目 の 欄 に 表 示 さ れ る こ と が わ か る 。 ま た 、 こ の 項 目 に は 、
１ 件 し か 表 示 し て は い け な い と い う 規 定 に な っ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 結 果 と し て 、 こ の 場 合 、 理 由 表 示 部 １ ５ ５ に は 、
　 登 録 ジ ャ ン ル ： 「 ス ポ ー ツ 」
と い っ た 表 示 が さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 な お 、 こ の よ う な 処 理 が 行 わ れ た 後 に 、 “ Prior” 、 “ Category” 、 お よ び 、 ReasonTyp
e“ １ ” の Valueが ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ で 取 得 さ れ た 場 合 、 既 に 、 “ ス ポ ー ツ ” と い う 言 葉 が
割 り 当 て ら れ て い る の で 、 そ の 取 得 さ れ た Valueは 、 処 理 対 象 と は な ら ず 破 棄 さ れ る 。 ま
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た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ２ に お い て 、 ソ ー ト を か け て い る た め 、 破 棄 さ れ る Valueは 、 常 に 、
既 に 処 理 済 み の Valueよ り も 低 い 値 を 有 す る も の で あ る た め 、 結 果 と し て 、 ユ ー ザ に 提 示
さ れ る の は 、 常 に 、 Valueが 高 い も の だ け に な る 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 こ の 説 明 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ と ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ４ の 処 理 に つ い て の 説 明 で あ る が 、 実
際 に 、 上 述 し た よ う な 順 番 で 、 デ ー タ ベ ー ス な ど が 参 照 さ れ つ つ 行 わ れ る 必 要 は な い 。 す
な わ ち 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ の 処 理 が 実 行 さ れ る 前 の 段 階 で 、 例 え ば 、 UMTypeIDな ど は 判 断
さ れ て い る た め 、 ま た は 、 判 断 さ れ る よ う に す れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ ， Ｓ １ ８ ４ の 処 理
に お い て T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス ３ １ ７ を 再 度 参 照 す る 必 要 性 は な い 。 よ っ て 、 適 宜 、 処
理 の 重 複 が な い よ う に 、 各 処 理 が 実 行 さ れ れ ば 良 く 、 ど の タ イ ミ ン グ で 、 ど の よ う な デ ー
タ ベ ー ス が 参 照 さ れ る か 等 は 上 述 し た 説 明 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 図 ４ ７ と 図 ４ ８ に そ れ ぞ れ 示 し た デ ー タ に 基 づ く 制 御 に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ １
８ ４ （ 図 ４ ６ ） の 判 断 が 行 わ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ４ に お い て 、 ReasonTypeの 表 示 上 限 個
数 （ 図 ４ ７ に 示 し た デ ー タ に よ り 制 限 が 加 え ら れ る ） と 、 ReasonType毎 に 指 定 さ れ て い る
条 件 （ 図 ４ ８ に 示 し た デ ー タ に よ り 制 限 が 加 え ら れ る ） を 満 た し て い る と 判 断 さ れ る ま で
、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ と ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ４ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ 、 満 た し て い る と 判 断 さ れ る
と 、 図 ４ ６ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 は 終 了 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 図 ４ ６ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 が 終 了 さ れ る と 、 ユ ー ザ 側 に オ ス ス メ
画 面 を 提 示 す る た め の デ ー タ が そ ろ っ た こ と に な る の で 、 そ の そ ろ え ら れ た デ ー タ が 、 ユ
ー ザ 側 に ユ ー ザ 端 末 ５ ３ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ に お け る 処 理 に つ い て 説 明 を 加 え る 。 ス テ ッ プ Ｓ １
８ ３ に お い て は 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ が 参 照 さ れ る 。 例 え ば 、 AttributeIDと し
て 、 “ ０ ０ ５ ” が 、 ValueIDと し て “ 0000000006” が 取 得 さ れ た 場 合 を 考 え る 。 こ の Attri
buteIDと ValueIDの 組 み 合 わ せ と 関 連 付 け ら れ て い る の は 、 図 １ ６ の M_KEYWORDデ ー タ ベ ー
ス ２ ７ ５ を 参 照 す る と 、 “ エ ロ テ ィ ッ ク ” と い う 言 葉 で あ る こ と が 分 か る 。 し か し な が ら
、 既 に 説 明 し た よ う に 、 こ の “ エ ロ テ ィ ッ ク ” と い う 言 葉 は 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る 言 葉 と
し て は ふ さ わ し く な い と 判 断 さ れ て い る た め 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ （ 図 ２ １ ） に
は 記 載 さ れ て い な い 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 よ っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ に お け る 処 理 で 、 AttributeID“ ０ ０ ５ ” 、 ValueID“ 000000
0006” の 組 が 取 得 さ れ た と し て も 、 オ ス ス メ 理 由 と し て M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ か ら
読 み 出 さ れ る デ ー タ は な い こ と に な る 。 こ の よ う な 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ４ の 処 理 を 行 う
必 要 が な い の で 、 行 わ な い で 、 次 の 要 素 （ Value） に 対 し て ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ の 処 理 が 実
行 さ れ る よ う に し て も 良 い 。 い ず れ に し て も 、 M_REASONデ ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ に 記 載 が な い
Reasonは 、 ユ ー ザ 側 に は 提 示 さ れ な い と い う 制 御 が 行 わ れ る こ と に な る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 図 ４ ６ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 で は 、 図 ２ １ に 示 し た よ う な M_REASONデ ー タ ベ ー
ス ２ ８ ０ が 参 照 さ れ る と し て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 図 ２ １ に 示 し た よ う な M_REASONデ
ー タ ベ ー ス ２ ８ ０ を 有 し て な く 、 図 １ ７ に 示 し た M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ６ を 有 し
て い る よ う な 場 合 で も 、 図 ４ ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 に 従 え ば 、 基 本 的 に 、 図 ４ ６ に 示
し た 処 理 を 実 行 し た と き と 同 様 の 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 図 ４ ９ に お け る ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ 、 お よ び 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ の 処
理 は 、 図 ４ ６ の ス テ ッ プ Ｓ １ ８ １ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ２ 、 お よ び 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ４ の 処 理
と 基 本 的 に 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て 、 ソ ー ト さ
れ た 上 位 の Valueに 対 し て 、 当 該 マ ス タ ー テ ー ブ ル が 参 照 さ れ 、 当 該 ValueIDが 用 い ら れ て
、 オ ス ス メ 理 由 （ Reason） が 取 得 さ れ る 。 こ の 処 理 も 、 基 本 的 に は 、 図 ４ ６ に 示 し た フ ロ
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ー チ ャ ー ト の ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ３ の 処 理 と 同 様 で あ る が 、 参 照 さ れ る デ ー タ ベ ー ス が 異 な る
。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て は 、 M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ６ が 参 照 さ れ る 。 例 え ば
、 ValueID（ こ の 場 合 、 KeywordIDに な る ） が “ 0000000008” の 場 合 、 M_KEYWORD_1デ ー タ
ベ ー ス ２ ７ ６ 内 の Reasonの 欄 が 参 照 さ れ 、 “ お 得 な 情 報 ” と い う の が 読 み 出 さ れ る 。 ま た
、 例 え ば 、 ValueIDが “ 0000000006” の 場 合 、 M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ６ 内 の Reason
の 欄 が 参 照 さ れ る が 、 空 欄 （ NULL） と さ れ て い る た め 、 読 み 出 さ れ る デ ー タ な く 、 こ の Va
lueID“ 0000000006” に 対 す る 処 理 は 終 了 さ れ 、 次 の ValueIDに 対 す る 処 理 に 移 行 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 、 M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ６ を 用 い 、 図 ４ ９ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト
の 処 理 を 実 行 し た 場 合 も 、 ユ ー ザ に 提 示 さ れ る 言 葉 と し て 不 適 切 な 言 葉 は 、 提 示 さ れ な い
、 ま た は 、 他 の 言 葉 に 変 換 さ れ て 提 示 さ れ る よ う に 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ６ の 代 わ り に 、 M_KEYWORD_２ デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ７ （ 図 １
８ ） が 備 え ら れ て い る 場 合 、 図 ５ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ く 処 理 が 実 行 さ れ る 。 こ の 場
合 、 ス テ ッ プ S２ １ １ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ 、 お よ び 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ は 、 図 ４ ６ の ス テ
ッ プ Ｓ １ ８ １ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ２ 、 お よ び 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ４ の 処 理 と 基 本 的 に 同 様 で あ
る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ３ に お い て は 、 M_KEYWORD_２ デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ７ が 参 照 さ れ る 。 例 え ば
、 ValueID（ こ の 場 合 、 KeywordIDに な る ） が “ 000000000１ ” の 場 合 、 M_KEYWORD_２ デ ー
タ ベ ー ス ２ ７ ７ 内 の Keywordの 欄 が 参 照 さ れ 、 “ 情 報 ” と い う の が 読 み 出 さ れ 、 Displayの
欄 の “ １ ” と い う 値 が 読 み 出 さ れ る 。 こ の Displayの 欄 の “ １ ” と い う 値 （ フ ラ グ ） は 、
ユ ー ザ 側 に 提 示 さ れ る と し て 設 定 さ れ て い る こ と を 示 す 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 例 え ば 、 ValueID（ こ の 場 合 、 KeywordIDに な る ） が “ 0000000008” の 場 合 、 M_KEYWORD_
2デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ７ 内 の Keywordの 欄 が 参 照 さ れ 、 “ 得 ” と い う の が 読 み 出 さ れ 、 Displa
yの 欄 の “ ０ ” と い う 値 が 読 み 出 さ れ る 。 こ の Displayの 欄 の “ ０ ” と い う 値 （ フ ラ グ ） は
、 ユ ー ザ 側 に 提 示 さ れ な い と し て 設 定 さ れ て い る こ と を 示 す 。 よ っ て 、 結 果 と し て ユ ー ザ
側 に は 提 示 さ れ な い の で 、 こ の よ う な 処 理 を 行 う 必 要 も な く 、 Displayの 欄 が “ ０ ” の と
き に は 、 “ ０ ” と 判 断 さ れ た 時 点 で 、 処 理 は 、 次 の ValueIDの 要 素 へ と 移 行 さ れ る 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス ２ ７ ６ を 用 い 、 図 ５ ０ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト
の 処 理 を 実 行 し た 場 合 も 、 ユ ー ザ に 提 示 さ れ る 言 葉 と し て 不 適 切 な 言 葉 は 、 提 示 さ れ な い
よ う に 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 図 １ ８ に 示 し た M_KEYWORD_２ デ ー タ ベ
ー ス ２ ７ ７ を 用 い た 処 理 で は 、 ユ ー ザ に 提 示 す る に は ふ さ わ し く な い 言 葉 を 、 他 の 言 葉 に
変 換 し て 提 示 す る と い っ た 処 理 は で き な い 。 よ っ て 、 他 の 言 葉 に 変 換 し な く て も 良 い よ う
な シ ス テ ム に お い て は 、 有 効 な 処 理 の 仕 方 で あ る 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 ユ ー ザ 側 に 提 示 す る 言 葉 を 制 御 す る こ と が で き る 。 本
実 施 の 形 態 に お い て は 、 主 に 、 番 組 を 推 薦 す る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 番 組 以 外 の
情 報 を 推 薦 す る よ う な 場 合 も 本 発 明 を 適 用 す る こ と は で き る 。 所 定 の 情 報 を ユ ー ザ に 推 薦
す る 際 、 な ぜ そ の 情 報 が 推 薦 さ れ た の か 、 そ の 根 拠 を ユ ー ザ 側 に 提 示 す る こ と が で き 、 ま
た 、 そ の 提 示 さ れ る 内 容 は 、 ユ ー ザ が 認 識 し や す い 言 葉 で 提 示 さ れ る の で 、 ユ ー ザ は 、 提
示 さ れ る 内 容 を 理 解 し や く す く な り 、 提 示 さ れ る 内 容 に 信 頼 性 を も つ こ と が で き る よ う に
な る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 そ の 提 示 さ れ る 内 容 は 、 ユ ー ザ の 嗜 好 を 良 く 考 慮 し た も の と す
る こ と が で き る 。 そ の 理 由 は 、 上 述 し た よ う に 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る デ ー タ を 、 登 録 、
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学 習 、 フ ィ ル タ リ ン グ と い っ た 複 数 の 処 理 を 総 合 的 に 行 う よ う に し た の で 、 よ り 、 詳 細 に
、 ユ ー ザ の 嗜 好 を 解 析 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 上 述 し た 一 連 の 処 理 は 、 そ れ ぞ れ の 機 能 を 有 す る ハ ー ド ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と も
で き る が 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と も で き る 。 一 連 の 処 理 を ソ フ ト ウ ェ ア に よ
り 実 行 さ せ る 場 合 に は 、 そ の ソ フ ト ウ ェ ア を 構 成 す る プ ロ グ ラ ム が 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア に
組 み 込 ま れ て い る コ ン ピ ュ ー タ 、 ま た は 、 各 種 の プ ロ グ ラ ム を イ ン ス ト ー ル す る こ と で 、
各 種 の 機 能 を 実 行 す る こ と が 可 能 な 、 例 え ば 汎 用 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど に 、 記 録
媒 体 か ら イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 記 録 媒 体 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と は 別 に 、 ユ ー ザ に プ ロ グ ラ
ム を 提 供 す る た め に 配 布 さ れ る 、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 磁 気 デ ィ ス ク ９ １ （ フ レ キ
シ ブ ル デ ィ ス ク を 含 む ） 、 光 デ ィ ス ク ９ ２ （ CD-ROM（ Compact Disc-Read Only Memory）
， DVD（ Digital Versatile Disc） を 含 む ） 、 光 磁 気 デ ィ ス ク ９ ３ （ MD（ Mini-Disc） （ 登
録 商 標 ） を 含 む ） 、 若 し く は 半 導 体 メ モ リ ９ ４ な ど よ り な る パ ッ ケ ー ジ メ デ ィ ア に よ り 構
成 さ れ る だ け で な く 、 コ ン ピ ュ ー タ に 予 め 組 み 込 ま れ た 状 態 で ユ ー ザ に 提 供 さ れ る 、 プ ロ
グ ラ ム が 記 憶 さ れ て い る Ｒ Ｏ Ｍ ７ ２ や 記 憶 部 ７ ８ が 含 ま れ る ハ ー ド デ ィ ス ク な ど で 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 媒 体 に よ り 提 供 さ れ る プ ロ グ ラ ム を 記 述 す る ス テ ッ プ は 、 記
載 さ れ た 順 序 に 従 っ て 、 時 系 列 的 に 行 わ れ る 処 理 は 勿 論 、 必 ず し も 時 系 列 的 に 処 理 さ れ な
く と も 、 並 列 的 あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ る 処 理 を も 含 む も の で あ る 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 に お い て 、 シ ス テ ム と は 、 複 数 の 装 置 に よ り 構 成 さ れ る 装 置 全 体 を 表 す
も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ６ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｅ Ｐ Ｇ 画 面 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 番 組 の オ ス ス メ 画 面 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 を 適 用 し た シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ユ ー ザ 端 末 の 内 部 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ユ ー ザ 端 末 の 基 本 的 な 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 Ｅ Ｐ Ｇ の 画 面 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 オ ス ス メ 画 面 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 オ ス ス メ 画 面 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 サ ー バ の 内 部 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 サ ー バ の 機 能 つ い て 説 明 す る 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 M_CATEGORYデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 M_PERSONデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 M_PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 M_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 M_KEYWORDデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 M_KEYWORD_1デ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 M_KEYWORD_2デ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 M_AGEデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 M_GENDERデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 M_REASONデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス か ら 情 報 を 検 出 す る 際 の 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
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【 図 ２ ３ 】 マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス か ら 情 報 を 検 出 す る 際 の 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 T_PERSON_TARGET_GENDERデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 T_PERSON_TARGET_AGEデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 T_PERSON_TARGET_GENDERデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 T_PERSON_VIEW_TYPEデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 T_PERSON_CHARACTERデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 T_PRG_VALUEデ ー タ ベ ー ス を 作 成 す る 際 の 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 表 示 さ れ る 情 報 と 、 そ の 情 報 に 関 す る デ ー タ の 関 係 に つ い て 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス を 作 成 す る 際 の 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 T_UM_VALUEデ ー タ ベ ー ス を 作 成 す る 際 の 他 の 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 Scoreの 変 更 に 関 わ る 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 要 素 の 追 加 に 関 す る 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 学 習 処 理 を し た 場 合 と 、 学 習 処 理 を し な い 場 合 と を 比 較 す る た め の グ ラ フ で あ
る 。
【 図 ３ ８ 】 フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 を 行 う 理 由 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 他 の ユ ー ザ の 履 歴 か ら 所 定 の コ ン テ ン ツ を 推 薦 す る 場 合 の 処 理 に つ い て 説 明 す
る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 他 の ユ ー ザ の 履 歴 か ら 所 定 の コ ン テ ン ツ を 推 薦 す る 場 合 の 処 理 に つ い て 説 明 す
る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 ユ ー ザ グ ル ー プ の 作 成 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 推 薦 す る 番 組 の 検 索 に 関 わ る 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ４ ６ 】 推 薦 理 由 を 取 得 す る 際 の 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 ReasonTypeに 関 わ る 処 理 を 実 行 す る デ ー タ に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 ReasonTypeに 関 わ る 処 理 を 実 行 す る デ ー タ に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 推 薦 理 由 を 取 得 す る 際 の 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 推 薦 理 由 を 取 得 す る 際 の 処 理 に つ い て 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ６ １ 】
　 ５ １ 　 ネ ッ ト ワ ー ク ， 　 ５ ２ 　 サ ー バ ， 　 ５ ３ 　 ユ ー ザ 端 末 ， 　 ５ ４ 　 放 送 局 ， 　 １ ０
１ 　 デ ィ ス プ レ イ ， 　 １ １ ２ 　 オ ス ス メ マ ー ク ， 　 １ １ ３ 　 オ ス ス メ ボ タ ン ， 　 １ １ ４ 　
ラ ン キ ン グ ボ タ ン ， 　 １ ５ １ 　 番 組 表 示 部 ， 　 １ ５ ２ 　 放 送 時 間 表 示 部 ， 　 １ ５ ３ 　 内 容
表 示 部 ， 　 １ ５ ４ 　 出 演 者 表 示 部 ， 　 １ ５ ５ 　 理 由 表 示 部 ， 　 １ ５ ６ 　 オ ス ス メ 度 表 示 部
， 　 ２ ３ １ 　 ロ グ 生 成 機 能 ， 　 ２ ３ ２ 　 ユ ー ザ 管 理 機 能 ， 　 ２ ３ ３ 　 情 報 選 別 機 能 ， 　 ２
３ ４ 　 サ ー ビ ス 管 理 機 能 ， 　 ２ ３ ５ 　 ユ ー ザ モ デ ル 管 理 機 能 ， 　 ２ ３ ６ 　 情 報 通 信 機 能 ，
　 ２ ３ ７ 　 対 象 情 報 メ タ デ ー タ 管 理 機 能 ， 　 ２ ３ ８ 　 サ ー ビ ス 一 般 機 能 ， 　 ２ ５ １ 　 マ ス
タ ー デ ー タ ベ ー ス ， 　 ２ ５ ２ 　 タ ー ゲ ッ ト デ ー タ ベ ー ス ， 　 ２ ５ ３ 　 ロ グ デ ー タ ベ ー ス ，
　 ２ ５ ４ 　 ユ ー ザ デ ー タ ベ ー ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】
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